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The Theoretical Structure of Confucian Analects

by YASUTOMI Ayumu

In this paper I read the text of Confucian Analects from the viewpoint of 

“learning”. Here, “learning” means the process of understanding something 

which causes the transformation of the self who understands something. If the 

process of logical calculation proceeds with the transformation of the self who 

performs this logical calculation, it is learning. This self-referential dynamical 

process is the core of the theoretical structure of Confucian Analects.

This paper is organized as follows; at first I discuss the concept of knowing 

(知) and describe the structure of learning in detail. I show that the famous 

Meno’s paradox in Plato’s Meno was solved by Confucius before the birth of 

Plato.

From this perspective, I redefine the major concepts of this text such as 忠
(zhong), 信 (xin), 恕 (shu), 禮 (li), 和 (he), 同 (tong), 君子 (junzi), 小人 (xiaoren), 

仁 (ren), etc. Knowing one’s own true feeling is the most important thing for a 

man of virtue. I also discuss a book by Herbert Fingarette on Confucius. In the 

final section I indicate the similarity between the thoughts of Confucius and M.K. 

Gandhi.
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論
語
の
論
理
構
造

安
冨　
　

歩

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
論
語
を
「
学
習
」
と
い
う
観
点
か
ら
解
読
す
る
。
こ
こ
に
い
う
学
習
と
は
、
自
分
自
身
の
変
化
を
伴
う
理
解
の
過
程
の
こ

と
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
論
語
は
、
論
理
を
展
開
し
理
解
す
る
主
体
を
含
む
動
的
な
学
習
過
程
と
し
て
、
論
理
を
構
成
し
て
い
る
。
論

語
が
「
宇
宙
第
一
の
書
」
と
さ
え
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
力
を
持
つ
の
は
、
こ
の
学
習
の
論
理
構
造
の
ゆ
え
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

本
稿
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
「
知
」
と
い
う
概
念
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
、
学
習
の
論
理
構
造
を
取
り
出
す
。
次
に
、

忠
・
信
・
恕
と
い
う
概
念
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
準
備
の
上
で
、
禮
、
和
、
同
、
君
子
、
小
人
、
仁
と
い
う
基
本
概
念
を
読
み
解
い
て
い

く
。さ
ら
に
、ア
メ
リ
カ
の
哲
学
者
ハ
ー
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
の
論
語
に
つ
い
て
の
思
索
を
再
検
討
し
、最
後
に
ガ
ン
ジ
ー
の
サ
ッ

テ
ィ
ヤ
ー
グ
ラ
ハ
と
の
関
係
を
論
じ
る
。

　

尚
、
本
稿
に
お
け
る
論
語
の
本
文
と
読
み
下
し
文
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
加
地
（
二
〇
〇
四
）
に
依
拠
し
、
章
の
番
号
も
そ
れ
に
従
っ

て
い
る
。
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第
一
節　

知
る
こ
と

　

論
語
の
思
想
の
根
幹
は
、
そ
の
知
識
論
に
あ
る
と
私
は
見
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
一
章
に
凝
縮
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

子
曰
、
由
、
誨
女
知
之
乎
。
知
之
爲
知
之
、
不
知
爲
不
知
、
是
知
也
。（
為
政
第
二
、
一
七
）

子し

曰い
わ

く
、
由ゆ
う

よ
、
女な
ん
じに
之こ
れ

を
知
る
を
誨お
し

え
ん
か
。
之
を
知
る
は
之
を
知
る
と
為な

し
、
知
ら
ざ
る
は
知
ら
ず
と
為
す
、
是こ

れ
知
る
な
り
。

加
地
（
二
〇
〇
四
）
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
訳
す
。

老
先
生
の
講
義
。
由
君
よ
、
君
に
〈
知
る
〉
と
は
何
か
、
教
え
よ
う
。
知
っ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
と
し
、
知
ら
な
い
こ
と
は

正
直
に
知
ら
な
い
と
す
る
。
そ
れ
が
真
に
〈
知
る
〉
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

楊
（
一
九
八
〇
、
一
九
頁
）
の
解
釈
も
掲
げ
て
お
こ
う
。

孔
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
由
よ
。
お
ま
え
に
知
と
不
知
に
対
す
る
正
し
い
態
度
を
教
え
よ
う
か
。
知
っ
て
い
る
は
知
っ
て
い
る
、

知
ら
な
い
は
知
ら
な
い
と
す
る
、
こ
れ
が
聡
明
で
智
慧
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。」（
孔
子
説
：
〝
由
！
教
給
你
對
待
知
或
不
知
的

正
確
態
度
吧
！
知
道
就
是
知
道
、
不
知
道
就
是
不
知
道
、
這
就
是
聰
明
智
慧
。〞）

こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
最
後
の
一
句
「
是
知
也
」
で
あ
る
。
こ
の
「
知
」
は
最
初
の
二
句
の
「
知
」
と
は
レ
ベ
ル
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
そ
こ
で
加
地
は
「
是
知
也
」
の
「
知
」
を
〈　

〉
に
入
れ
て
区
別
し
、
楊
は
こ
れ
を
「
智
」
と
書
い
て
区
別
し
て
い
る
。

　

津
田
左
右
吉
（
一
九
四
六
、
一
五
八
頁
）
や
白
川
静
（
一
九
九
一
、
二
八
一
頁
）
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
荀
子
の
「
儒
効
篇
」
と

「
子
道
篇
」
に
、
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「
知
之
曰
知
之
、
不
知
曰
不
知
」

と
い
う
二
句
が
あ
る
。
津
田
も
、
白
川
も
、
こ
れ
と
論
語
の
文
章
と
を
同
一
視
し
て
い
る
。
そ
れ
は
楊
も
同
じ
で
あ
り
、「
知
」
を
「
智
」

と
看
做
す
根
拠
と
し
て
荀
子
子
道
篇
を
挙
げ
て
い
る
。
加
地
が
「
正
直
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
い
る
の
も
、
同
じ
立
場
に
あ
る
こ
と
を

示
唆
す
る
。

　

し
か
し
私
は
、
荀
子
の
文
章
と
論
語
の
文
章
と
は
、
二
つ
の
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
第
一
に
、
論
語
で
は
知
っ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
「
為
（
な
す
）」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
荀
子
で
は
「
曰
（
い
う
）」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
論
語

で
は
自
分
が
知
っ
て
い
る
の
か
知
ら
な
い
の
か
を
自
分
で
感
知
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
荀
子
で
は
知
っ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
と
他
人
に
言
う
、
と
い
う
伝
達
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
違
い
を
軽
視
し
て
は
な
る
ま
い
。

　

次
に
、
こ
の
二
句
に
続
く
一
句
が
論
語
と
荀
子
と
で
異
な
っ
て
い
る
。
荀
子
の
「
子
道
篇
」
で
は
孔
子
と
子
路
の
や
り
取
り
が
詳
し
く

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
故
に
君
子
は
こ
れ
を
知
る
を
こ
れ
を
知
れ
る
と
曰
い
、
知
ら
ざ
る
を
知
ら
ず
と
曰
う
」
に
続
け
て
、

言
の
要か
な
めな
り
、

と
な
っ
て
い
る
（
故
君
子
知
之
曰
知
之
、
不
知
曰
不
知
、
言
之
要
也
）。「
言
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
他
者
へ
の
伝
達

の
問
題
で
あ
る
。
な
お
、
程
（
一
九
六
五
、
上
九
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
韓
詩
外
伝
巻
三
に
も
全
く
同
じ
文
が
あ
る
。

　

荀
子
の
「
儒
効
篇
」
で
は
「
知
之
曰
知
之
、
不
知
曰
不
知
」
に
続
い
て
、

内
自
ら
以
て
誣
ひ
ず
、
外
自
ら
以
て
欺
か
ず
、

（
内
不
自
以
誣
、
外
不
自
以
欺
）

　

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
分
を
も
他
人
を
も
欺
い
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
自
ら
の
「
内
」
と
、
他
者
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へ
の
伝
達
た
る
「
外
」
の
両
方
に
言
及
し
て
い
る
が
、「
曰
」
を
用
い
て
い
る
以
上
、
伝
達
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

か
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
論
語
で
は
、「
こ
れ
を
知
る
を
こ
れ
を
知
る
と
為
し
、
知
ら
ざ
る
を
知
ら
ず
と
為
す
。」
に
続
け
て
、

こ
れ
知
る
な
り
、

と
い
う
「
知
」
の
定
義
を
与
え
る
断
定
が
続
く
。
こ
れ
を
無
理
に
式
で
書
く
と
、

 

知　

＝
（
知
／
不
知
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。（　

／　

）
と
い
う
記
号
は
、
カ
ッ
コ
内
の
二
項
を
峻
別
す
る
、
と
い
う
操
作
を
示
す
も
の
と
す
る
。
こ
の
式
で
は
、

「
知
」
を
定
義
す
る
の
に
「
知
」
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
自
己
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
是
知
也
」
の
知
を
、
加
地
が
「〈
知
〉」
と
書
き
、
楊
が
「
智
」
と
書
い
て
区
別
し
て
い
る
の
は
、
右
の
式
の
不
都
合
を
、

智

＝
（
知
／
不
知
）　

あ
る
い
は

〈
知
〉
＝
（
知
／
不
知
）

と
い
う
形
で
回
避
す
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
こ
う
す
れ
ば
、「
智
」
や
「〈
知
〉」
が
「
知
」
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
て
い

る
の
で
、
自
己
言
及
は
回
避
で
き
る
。

　

し
か
し
、
論
語
の
文
章
が
両
辺
の
「
知
」
を
書
き
分
け
て
い
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
こ
れ
を
安
易
に
改
変
す
る
の
は
望
ま
し
い
こ

と
で
は
な
い
。
楊
（
一
九
八
〇
）
は
「
も
し
『
知
』
を
字
の
如
く
読
め
ば
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
知
と
不
知
に
対
す
る
正
し
い
態
度
で
あ
る
、

と
で
も
訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
と
注
釈
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
「
是
知
也
」
は
冗
長
な
繰
り
返
し
表
現
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
な
る
。

　

し
か
し
私
は
、
孔
子
が
こ
こ
で
敢
え
て
自
己
言
及
的
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
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る
。
つ
ま
り
、

 
知　

＝
（
知
／
不
知
）

と
い
う
定
義
式
で
は
な
く
、

（
知
／
不
知
）
↓
知

と
い
う
過
程
と
し
て
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
る
と
こ
の
章
は
、「
子
路
自
身
が
、「
知
」
と
「
不
知
」
を
分
別
し
え
た
と
き
、
子

路
の
な
か
で
「
知
」
と
い
う
過
程
が
作
動
す
る
。
そ
し
て
そ
も
そ
も
、「
知
」
と
は
こ
の
過
程
の
名
称
な
の
だ
。」
と
い
う
教
え
だ
と
解
釈

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
た
に
産
出
さ
れ
た
「
知
」
は
最
初
の
「
知
／
不
知
」
に
跳
ね
返
っ
て
、
ま
た
新
た
な
「
知
」
を
創
り
出
す
。
こ

の
よ
う
な
回
路
が
繰
り
返
し
作
動
す
る
。
こ
の
全
体
が
「
知
」
で
あ
る
。

　
「
是
知
也
」
と
い
う
断
定
に
よ
っ
て
、
最
初
の
「
知
」
の
意
味
が
変
化
し
、「
知
」
が
知
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
あ
る
と
と
も
に
、「
知
」

と
「
不
知
」
を
分
別
す
る
そ
の
過
程
で
も
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
意
味
が
膨
ら
む
。
こ
の
と
き
、
変
化
し
て
い
る
の
は
「
知
」
の
方
で
は

な
く
、
知
る
と
知
ら
ざ
る
を
分
別
し
て
い
る
「
私
」
自
身
で
あ
る
。
言
葉
の
論
理
展
開
と
と
も
に
、
そ
れ
を
展
開
し
理
解
す
る
「
私
」
が

変
化
し
、
そ
の
変
化
が
言
葉
の
意
味
を
豊
か
に
す
る
、
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
が
生
じ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
自
分
自
身
の
変
化
を

伴
う
解
釈
の
過
程
を
「
学
習
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

木
村
英
一
（
一
九
七
五
、
四
三
頁
）
は
、
論
語
の
こ
の
論
理
構
造
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
こ
の
章
に
註
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

知―

孔
子
の
い
わ
ゆ
る
知
と
は
、
単
な
る
対
象
認
識
だ
け
で
は
な
く
、
自
己
の
対
象
を
知
る
知
り
方
の
自
覚
を
伴
わ
な
け
れ
ば
真

の
知
で
は
な
い
。
い
わ
ば
自
覚
的
認
識
の
明
晰
化
作
用
が
知
で
あ
っ
て
、
自
己
反
省
を
伴
っ
て
ど
こ
ま
で
も
展
開
し
て
行
く
認
識
の

追
及
が
知
で
あ
る
。
だ
か
ら
常
に
謙
虚
に
対
象
の
見
え
方
を
重
ん
じ
る
と
共
に
、
そ
れ
に
対
し
て
自
己
が
納
得
し
得
る
か
否
か
を
も
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あ
る
が
ま
ま
に
考
察
し
、
認
識
内
容
と
同
時
に
そ
の
限
界
を
も
知
る
こ
と
に
な
る
。

木
村
は
更
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

○
論
語
で
は
概
念
を
単
に
認
識
の
対
象
と
し
て
と
ら
え
ず
、
行
動
的
に
処
理
さ
れ
る
べ
き
対
象
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
そ
こ
で
そ

れ
を
表
現
す
る
た
め
に
、
こ
の
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
逆
説
的
表
現
が
時
々
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
衛
霊
公
篇
一
五
、「
子
曰
、
不
曰

如
之
何
、
如
之
何
者
、
吾
末
如
之
何
也
已
矣
、」
同
二
九
、「
子
曰
、
過
而
不
改
、
是
謂
過
矣
」
等
。

木
村
が
「
逆
説
的
表
現
」
と
言
っ
て
い
る
も
の
が
、
私
の
言
う
「
学
習
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
」
に
相
当
す
る
。
私
は
こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
、

短
い
言
葉
で
表
現
す
る
の
が
、
論
語
に
特
有
の
語
法
で
あ
り
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
が
、
論
語
の
全
体
を
理
解
す
る
た
め

の
鍵
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

こ
の
語
法
の
骨
格
を
示
せ
ば
、

（
Ａ
／
Ā
）
↓
Ａ

と
い
う
形
を
と
る
。
あ
る
も
の
ご
と
「
Ａ
」
と
、
そ
の
否
定
「
Ā
」
を
峻
別
す
る
こ
と
が
、「
Ａ
」
そ
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
形
で
あ
る
。

こ
の
語
法
は
「
知
」
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
木
村
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
他
の
概
念
に
つ
い
て
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
ひ
と
つ

は
「
過
」
で
あ
る
。

子
曰
、
過
而
不
改
、
是
謂
過
矣
。（
衛
霊
公
第
十
五
、
三
〇
）

子し

曰い
わ

く
、
過あ
や
まち
て
改あ
ら
ため
ず
、
是こ
れ

を
過あ
や
まち
と
謂い

う
。

こ
の
章
を
式
に
書
き
下
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（（
過
）
↓
過
）
↓
過
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つ
ま
り
、「
過
」
で
あ
る
の
に
「
過
」
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
が
、
過
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
式
は
、
既
述
の
学
習
の
語
法

と
は
微
妙
に
形
式
が
違
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
過
」
が
「
学
習
」
を
否
定
形
で
表
現
し
た
も
の
だ
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
の
章
も
ま
た
学
習
の
構
造
を
成
し
て
い
る
。

子
曰
、
不
曰
如
之
何
如
之
何
者
、
吾
末
如
之
何
也
已
矣
。（
衛
霊
公
第
十
五
、
一
六
）

子し

曰い
わ

く
、
之こ
れ

を
如い
か

何ん

せ
ん
、
之
を
如
何
せ
ん
と
曰い

わ
ざ
る
者も
の

に
は
、
吾わ
れ

之
を
如
何
と
も
す
る
末な

き
の
み
。

こ
れ
は
否
定
形
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
対
偶
を
と
れ
ば
、
孔
子
が
「
如
之
何
」
と
問
う
対
象
と
し
て
「
之
」
に
代
入
で
き
る
者
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
自
ら
「
如
之
何
」
と
問
う
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

如
何
（
如
何
（
之
）
↓
之
）
↓
之

と
な
る
。
こ
れ
を
も
う
一
度
く
り
返
せ
ば
、「
如
之
何
」
と
問
う
て
い
る
孔
子
自
身
も
、「
之
」
と
な
っ
て
「
如
何
」
に
代
入
さ
れ
る
。
そ

の
と
き
、「
之
」
を
ど
う
に
か
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

　

こ
の
式
は
か
な
り
形
が
違
う
が
、「
如
何
（
Ａ
）」
と
い
う
の
は
疑
問
形
で
あ
り
、「（
Ａ
／
Ā
）」
も
ま
た
「
Ａ
か
、
Ā
か
」
と
い
う
疑

問
形
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
本
質
的
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

白
川
（
一
九
七
四
）
に
よ
れ
ば
、「
如
」
は
祭
器
を
も
っ
て
祝
祷
す
る
女
性
の
形
で
あ
り
、
神
意
を
問
う
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、「
如

何
」
が
疑
問
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、「
如
之
何
、
如
之
何
」
と
い
う
問
い
を
発
す
る
状
態
は
、「
如
」
の
心
を
持
つ

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
「
恕
」
で
あ
る
。

　

私
は
、
論
語
の
思
想
の
最
も
重
要
な
特
徴
は
、
こ
の
学
習
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
あ
る
と
考
え
る
。
書
き
下
さ
れ
た
形
の
知
識
を
求
め
る

の
で
は
な
く
、
書
き
下
し
え
な
い
微
妙
な
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
真
理
を
求
め
る
。
こ
れ
が
論
語
の
魅
力
と
、
わ
か
り
に
く
さ
の
源
で
あ
る
。
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こ
の
語
法
で
構
成
さ
れ
た
通
信
文
は
、
そ
れ
が
「
命
令
」
に
な
り
え
な
い
、
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
た
と
え
ば
こ
の
章
の
「
知
」
に
関

す
る
教
え
そ
の
も
の
は
、
孔
子
か
ら
子
路
へ
の
通
信
文
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
先
の
探
求
の
展
開
は
、
こ
れ
を
受
け
た
子
路
自
身
に
任
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
荀
子
の
文
章
で
は
あ
く
ま
で
「
か
く
あ
る
べ
し
」
と
い
う
命
令
文
で
あ
る
。
荀
子
の
表
現
で
は
、
も
し
子
路
が
ま
た

知
っ
た
か
ぶ
り
を
し
て
い
れ
ば
、
孔
子
が
「
お
前
は
私
の
言
い
つ
け
を
守
ら
な
か
っ
た
な
」
と
叱
り
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
論
語
の
表
現
で
は
「
知
／
不
知
」
の
分
別
は
あ
く
ま
で
子
路
が
自
ら
の
身
体
に
お
い
て
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
他
者
た
る
孔
子
が

と
や
か
く
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
が
こ
の
問
答
の
気
高
さ
の
ゆ
え
ん
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
の
意
味
で
、
論
語
と
荀
子
の
表
現
は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
単
に
正
直
に
知
ら
な
い
こ
と
を
認
め
る
、
と
い

う
だ
け
な
ら
、「
是
知
也
」
と
言
う
必
然
性
が
な
い
。
孔
子
は
、
単
に
心
構
え
だ
け
を
説
い
た
の
で
は
な
い
。

　

津
田
に
至
っ
て
は
、
荀
子
の
表
現
の
方
が
整
っ
て
い
る
と
し
て
、
論
語
が
荀
子
よ
り
も
後
に
成
立
し
た
こ
と
を
示
す
傍
証
と
し
て
こ
の

章
を
用
い
た
。
し
か
し
、
荀
子
の
方
こ
そ
が
、
論
語
の
深
い
意
味
を
汲
み
取
り
そ
こ
な
っ
た
引
用
で
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。

　

論
語
の
知
識
論
の
重
要
な
点
は
、「
知
る
／
知
ら
な
い
」
と
い
う
状
態
よ
り
も
、
世
界
へ
の
認
識
の
枠
組
み
を
遷
移
さ
せ
る
学
習
過
程

と
し
て
の
「
知
」
を
重
視
す
る
点
に
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
メ
ノ
ン
』
に
現
れ
る
探
求
に
関
す
る
パ
ラ
ド
ク
ス
と
対
比
し
て
考
え
る
と
よ
り
深
く
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
メ
ノ
ン
の
パ
ラ
ド
ク
ス
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

人
間
は
、
自
分
が
知
っ
て
い
る
も
の
も
知
ら
な
い
も
の
も
、
こ
れ
を
探
究
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ま
ず
、
知
っ
て
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い
る
も
の
を
探
究
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
知
っ
て
い
る
の
だ
し
、
ひ
い
て
は
そ
の
人
に
は
探
究
の

必
要
が
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
だ
か
ら
。
ま
た
、
知
ら
な
い
も
の
を
探
究
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
そ
の

場
合
は
、
何
を
探
究
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
も
知
ら
な
い
は
ず
だ
か
ら
。（
プ
ラ
ト
ン　

一
九
九
四
、
四
五
〜
四
六
頁
）

　

こ
の
パ
ラ
ド
ク
ス
を
、
単
な
る
屁
理
屈
し
て
片
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
認
知
心
理
学
者
の
ギ
ブ
ソ
ン
の
指
摘
し
た
よ
う
に
、
外
界

か
ら
入
っ
て
く
る
バ
ラ
バ
ラ
の
デ
ー
タ
を
処
理
し
て
世
界
の
像
を
構
成
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
素
朴
な
認
識
論
に
立
つ
と
、
常
に
こ
の
パ

ラ
ド
ク
ス
に
と
り
つ
か
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
バ
ラ
バ
ラ
の
二
次
元
の
視
覚
デ
ー
タ
と
矛
盾
し
な
い
三
次
元
世

界
の
像
は
無
数
に
あ
り
、
ど
れ
が
本
当
か
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
決
め
る
た
め
に
は
、
バ
ラ
バ
ラ
の
デ
ー
タ

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
方
法
を
事
前
に
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
も
と
も
と
本
当
の
像
が
ど
れ
か
を
知
っ
て
い
る
の
と
等

価
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
見
え
て
い
る
も
の
が
何
か
を
知
っ
て
い
れ
ば
見
え
る
が
、
知
ら
な
け
れ
ば
何
が
見
え
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。

（G
ibson 1979, p.261

）。

　

フ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
脳
科
学
者
は
、
嗅
覚
に
関
す
る
実
験
に
よ
り
、
嗅
球
と
い
う
神
経
細
胞
の
塊
の
電
位
の
変
化
を
調
べ

る
こ
と
で
、

「
何
も
に
お
い
が
な
い
」、

「
知
っ
て
い
る
に
お
い
が
あ
る
」、

「
知
ら
な
い
に
お
い
が
あ
る
」、

と
い
う
三
つ
の
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
、
特
徴
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。「
何
も
に
お
い
が
な
い
」
と
き
は
、

ラ
ン
ダ
ム
が
対
応
し
、「
知
っ
て
い
る
に
お
い
が
あ
る
」
場
合
は
周
期
解
に
近
い
弱
い
カ
オ
ス
、「
知
ら
な
い
に
お
い
が
あ
る
」
と
き
に
は
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複
数
の
周
期
解
を
渡
り
歩
く
運
動
が
対
応
す
る
と
さ
れ
る
。
知
ら
な
い
に
お
い
に
動
物
が
接
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
渡
り
歩
き
の
果
て
に
、

運
動
の
あ
り
方
全
体
を
つ
く
り
か
え
て
、
新
し
い
に
お
い
に
対
応
す
る
区
分
け
が
生
じ
、
知
ら
な
か
っ
た
に
お
い
が
知
っ
て
い
る
に
お
い

と
し
て
落
ち
着
き
ど
こ
ろ
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
、
既
に
知
っ
て
い
る
匂
い
に
対
す
る
運
動
も
変
化
す
る
。
こ
の
よ
う
な
働

き
を
脳
は
持
っ
て
い
る
ら
し
い
。（
安
冨　

二
〇
〇
六
年
、
第
一
章
参
照
）

　

こ
の
実
験
結
果
か
ら
、「
知
ら
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
と
す
る
」
と
い
う
こ
と
の
重
要
性
が
わ
か
る
。「
知
ら
な
い
も
の
が
あ
る
」
と
認

識
す
る
こ
と
で
、
探
求
の
過
程
が
始
ま
り
、
新
し
い
知
識
状
態
に
向
け
て
遍
歴
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ラ
ニ
ー
は
、『
暗
黙
の
次
元
』
と
い
う
講
義
録
の
な
か
で
、
こ
の
メ
ノ
ン
の
パ
ラ
ド
ク
ス
が
二
千
年
以
上
に
わ
た
っ
て

解
か
れ
て
お
ら
ず
、暗
黙
に
知
る
こ
と（tacit know

ing

）を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
、と
指
摘
し
た（Polanyi 1983, p.22-3

）。

つ
ま
り
こ
の
パ
ラ
ド
ク
ス
は
、
全
て
の
知
識
が
明
示
的
で
あ
る
と
す
る
と
、
何
も
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

　

論
語
の
こ
の
章
は
、
メ
ノ
ン
の
パ
ラ
ド
ク
ス
が
、
そ
も
そ
も
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
、
孔
子
が
プ
ラ
ト
ン
の
生
ま
れ
る
前
に
指
摘
し
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
知
」
と
は
明
示
的
な
実
体
で
は
な
く
、
知
／
不
知
を
峻
別
す
る
暗
黙
の
次
元
を
含
む
過
程
の
名
称
だ
か
ら

で
あ
る
。

　

さ
て
、
以
上
の
こ
と
を
前
提
に
、
孔
子
の
言
葉
を
も
う
一
度
見
て
み
よ
う
。

子
曰
、
由
、
誨
女
知
之
乎
。
知
之
爲
知
之
、

不
知
爲
不
知
、
是
知
也
。

こ
れ
は
次
の
よ
う
に
訳
す
こ
と
が
で
き
る
。

先
生
は
言
わ
れ
た
。「
由
よ
。
お
ま
え
に
知
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
よ
う
。
知
る
は
知
る
と
し
、
知
ら
な
い
は
知
ら
な
い
と
す
る
。
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こ
の
と
き
知
る
と
い
う
過
程
が
作
動
し
て
い
る
。」

　

楊
（
一
九
八
〇
、
二
五
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
知
」
と
い
う
文
字
は
論
語
に
一
一
六
回
も
出
て
く
る
。
論
語
の
基
礎
概
念
と
す
る
に
足

る
頻
度
で
あ
ろ
う
。
こ
の
卓
抜
な
知
識
論
が
論
語
の
根
幹
に
あ
る
。

第
二
節　

君
子
の
生
き
方

　

知
る
こ
と
の
意
味
を
理
解
し
た
と
こ
ろ
で
、
君
子
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
出
す
重
要
な
箇
所
で
あ
り
な
が
ら
、
読
み
方
に
異
説
の
多
い
、

読
み
に
く
い
次
の
章
を
読
ん
で
み
る
。

子
曰
、
君
子
不
重
、
則
不
威
。
學
則
不
固
。
主
忠
信
、
無
友
不
如
己
者
。
過
則
勿
憚
改
。（
学
而
第
一
・
八
）

加
地
（
二
〇
〇
四
）
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
読
み
下
す
。

子
曰い
わ

く
、
君く
ん

子し

重お
も

か
ら
ざ
れ
ば
、
則す
な
わち
威い

あ
ら
ず
。
学
び
て
も
則
ち
固こ

な
ら
ず
。
忠ち
ゅ
う
し
ん信を
主し
ゅ

と
し
、
己お
の
れに
如し

か
ざ
る
者も
の

を
友と
も

と
す
る

無な

か
れ
。
過あ
や
まち
て
は
則
ち
改あ
ら
たむ
る
に
憚
る
こ
と
勿な
か

れ
。

　

こ
の
箇
所
は
、
論
語
の
な
か
で
も
有
名
な
章
で
あ
る
が
、
ど
の
解
釈
を
見
て
も
今
ひ
と
つ
飲
み
込
め
な
い
。
例
と
し
て
、
加
地
伸
行
（
二

〇
〇
四
）、
金
谷
治
（
一
九
六
三
）、
宮
崎
市
定
（
一
九
七
四
）
の
解
釈
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

【
加
地
】
老
先
生
の
教
え
。
教
養
人
と
は
こ
う
だ
。
重
厚
さ
す
な
わ
ち
中
身
の
充
実
（
誠
実
）
が
な
け
れ
ば
、
人
間
と
し
て
の
威
厳

は
な
い
。
学
問
を
し
て
も
堅
固
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
質も
と

の
充
実
つ
ま
り
は
ま
ご
こ
ろ
を
核
と
す
る
こ
と
だ
。〔
そ
う
い
う
生
き

方
を
す
る
〕
自
分
と
異
な
り
、
ま
ご
こ
ろ
の
足
り
な
い
者
を
友
人
と
す
る
な
。
も
し
自
分
に
過
失
が
あ
れ
ば
、
ま
ご
こ
ろ
に
従
っ
て
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す
ぐ
に
も
改
め
る
こ
と
だ
。

な
お
、
加
地
は
独
自
の
「
小
人
擁
護
論
」
に
基
づ
き
、「
君
子
」
を
「
教
養
人
」、「
小
人
」
を
「
知
識
人
」
と
訳
す
方
針
を
採
用
し
て
い

る
が
、
私
は
賛
成
で
き
な
い
。

【
金
谷
】
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
君
子
は
お
も
お
も
し
く
な
け
れ
ば
威
厳
が
な
い
。
学
問
す
れ
ば
頑
固
で
な
く
な
る
。〔
ま
ご
こ
ろ
の

徳
で
あ
る
〕
忠
と
信
と
を
第
一
に
し
て
、
自
分
よ
り
劣
っ
た
も
の
を
友
だ
ち
に
は
す
る
な
。
あ
や
ま
ち
が
あ
れ
ば
、
ぐ
ず
ぐ
ず
せ
ず

に
改
め
よ
。

【
宮
崎
】
子
曰
く
、
諸
君
は
態
度
が
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
人
に
輕
侮
さ
れ
る
か
ら
だ
。
學
問
を
し
て
、
片

意
地
に
な
ら
ぬ
こ
と
を
身
に
つ
け
る
が
よ
い
。
友
逹
に
は
誠
心
誠
意
で
付
き
あ
い
、
そ
う
す
る
こ
と
に
相
應
し
く
な
い
者
は
友
逹
に

な
ら
ぬ
が
よ
い
。
過
失
は
あ
っ
さ
り
あ
や
ま
る
べ
き
だ
。

念
の
た
め
に
、
楊
（
一
九
八
四
）
の
現
代
中
国
語
訳
を
日
本
語
に
訳
し
て
お
こ
う
。

【
楊
】
孔
先
生
は
言
わ
れ
た
。「
君
子
た
る
も
の
、
荘
重
で
な
け
れ
ば
、
威
厳
が
な
い
。
そ
れ
で
は
読
書
を
し
て
も
学
ん
だ
こ
と
は
堅

固
に
な
ら
な
い
。
忠
と
信
の
両
種
の
道
徳
を
も
っ
て
主
と
な
せ
。
自
己
に
如
か
ざ
る
人
間
を
友
達
と
す
る
な
。
間
違
い
が
あ
れ
ば
、

改
正
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
な
。」

　

以
上
、
ど
の
解
釈
も
、
一
字
一
句
を
と
れ
ば
わ
か
ら
ぬ
で
も
な
い
が
、
全
体
と
し
て
の
意
味
が
う
ま
く
と
れ
な
い
の
で
あ
る
。
昔
か
ら

な
に
よ
り
も
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
己
に
如し

か
ざ
る
者
を
友
と
す
る
無
か
れ
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。「
自
分
よ
り
レ
ベ
ル
の
低
い

奴
は
相
手
に
す
る
な
」
と
い
う
の
で
は
意
地
悪
な
感
じ
が
す
る
上
に
、
も
し
全
員
が
こ
の
教
え
に
従
っ
て
、
自
分
よ
り
劣
っ
た
も
の
を
友

達
に
し
な
い
な
ら
困
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
も
、
自
分
よ
り
優
れ
た
人
は
こ
ち
ら
を
相
手
に
し
て
く
れ
ず
、
さ
り
と
て
自
分
よ
り
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劣
っ
た
者
は
相
手
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
誰
と
も
友
達
に
な
れ
な
い
。
昔
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
に
よ
っ
て
切
り
抜
け
が
図
ら

れ
て
い
る
が
、
や
は
り
こ
れ
は
何
か
お
か
し
い
。

　

ま
た
、「
君
子
た
る
も
の
」
と
始
ま
り
な
が
ら
、
前
半
の
二
句
が
「
威
厳
が
な
い
」
と
か
「
固
く
な
い
」
と
か
の
状
態
描
写
で
あ
る
の
に
、

後
半
二
句
が
、「
無
か
れ
」「
勿
れ
」
と
禁
止
で
あ
る
の
も
落
ち
着
き
が
悪
い
。
で
き
れ
ば
、「
君
子
た
る
も
の
」
で
始
ま
る
以
上
、
○
○

た
る
べ
か
ら
ず
、
○
○
す
る
な
か
れ
、
と
い
う
否
定
命
令
が
四
回
続
い
た
方
が
リ
ズ
ム
が
よ
い
。

　

そ
の
上
、「
学
則
不
固
」
の
箇
所
に
は
古
来
、

（
イ
）
学
ん
だ
ら
固
陋
で
な
く
な
る
、

（
ロ
）
学
ん
で
も
堅
固
で
な
い
、

と
い
う
二
つ
の
読
み
方
が
あ
っ
て
、
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
。

　

私
が
今
か
ら
や
ろ
う
と
思
う
の
は
、「
学
習
」
の
観
点
か
ら
、
こ
こ
を
読
ん
で
意
味
を
通
じ
さ
せ
よ
う
と
い
う
冒
険
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
先
は
、
あ
ち
こ
ち
で
大
回
り
を
繰
り
返
し
、
論
語
の
基
礎
概
念
の
再
検
討
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
ど
う
か
話
の
筋
を
見
失
わ
な
い

よ
う
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

最
初
に
、
解
釈
が
一
致
し
て
い
る
最
後
の
一
節
に
つ
い
て
の
検
討
か
ら
は
じ
め
た
い
。
も
う
一
度
引
用
し
て
お
こ
う
。

過
則
勿
憚
改

間
違
っ
て
い
た
ら
、
す
ぐ
に
修
正
せ
よ
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
は
前
節
で
述
べ
た
「
学
習
」
と
密
接
に
関
係
す
る
。
世
界
と
の
や

り
と
り
の
な
か
で
、
自
分
の
あ
り
方
の
変
更
を
恐
れ
な
い
こ
と
が
、
学
習
の
大
前
提
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

論
語
に
は
、
自
分
の
過
ち
を
修
正
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
す
る
文
章
が
繰
り
返
し
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
主
要
な
も
の
を
こ
こ
で
見
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て
お
こ
う
。

子
曰
、
人
之
過
也
、
各
於
其
黨
、
觀
過
、
斯
知
仁
矣
。（
里
仁
第
四
、
七
）

子し

曰い
わ

く
、
人ひ
と

の
過あ
や
まつ
や
、
各お
の
お
の々

其そ

の
党と
う

に
於お

い
て
す
。
過
つ
を
観み

れ
ば
、
斯す
な
わち
仁じ
ん

を
知し

る
。

　
「
仁
」
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
が
、
こ
れ
が
論
語
の
思
想
の
中
心
概
念
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
斯
知
仁

矣
」
の
「
仁
」
は
、
た
と
え
ば
楊
（
一
九
八
四
）
で
は
新
注
に
従
い
、
後
漢
書
呉
祐
伝
で
「
人
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、

「
人
と
な
り
」
と
解
釈
す
る
。

　

し
か
し
、
た
と
え
ば
金
谷
（
一
九
九
九
、
七
四
頁
）
は
、「
斯
知
仁
矣
」
を
「
あ
や
ま
ち
を
見
れ
ば
仁
か
ど
う
か
が
わ
か
る
も
の
だ
」

と
訳
す
。
私
は
、
そ
の
人
が
過
ち
を
犯
し
た
と
き
の
対
応
の
仕
方
で
、
そ
の
人
が
仁
で
あ
る
か
ど
う
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
解
釈

す
る
。「
学
習
」
の
構
え
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
仁
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

修
正
力
の
乏
し
い
人
間
は
ど
う
す
る
か
も
ち
ゃ
ん
と
書
い
て
あ
る
。

子
夏
曰
、
小
人
之
過
也
、
必
文
。（
子
張
十
九
、
八
）

子し

夏か

曰い
わ

く
、
小し
ょ
う
じ
ん人の
過あ
や
まつ
や
、
必か
な
らず
文か
ざ

る
。

小
人
は
、
自
分
の
過
失
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
全
人
格
を
否
定
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
れ
ゆ
え
素
直
に
過
ち
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

ず
、
言
い
わ
け
を
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
過
ち
を
認
め
な
い
以
上
、
修
正
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
仁
者
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
。
孔
子
の
並
み
居
る
弟
子
の
な
か
で
「
仁
」
を
も
っ
て
許
さ
れ
た
の
は
、
顔
回
た
だ
一

人
で
あ
る
（
雍
也
第
六
、
七
）。
そ
の
顔
回
の
死
後
、
孔
子
は
魯
の
哀
公
と
次
の
よ
う
な
問
答
を
行
っ
て
い
る
。

哀
公
問
、
弟
子
孰
爲
好
學
。
孔
子
對
曰
、
有
顏
回
者
。
好
學
。
不
Э
怒
、
不
貳
過
。
不
幸
短
命
死
矣
。
今
也
則
亡
。
未
聞
好
學
者
也
。
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（
雍
也
第
六
、
三
）

哀あ
い
こ
う公
問と

え
ら
く
、
弟て
い

子し

孰た
れ

を
か
学が
く

を
好こ
の

む
と
為な

す
、
と
。
孔こ
う

子し

対こ
た

え
て
曰
く
、
顔が
ん
か
い回
な
る
者も
の

有あ

り
。
学
を
好
め
り
。
怒い
か

り
を
遷う
つ

さ
ず
、

過あ
や
まち
を
弐ふ
た
たび
せ
ず
。
不ふ

幸こ
う

、
短た
ん
め
い命
に
し
て
死し

せ
り
。
今い
ま

や
則す
な
わち
亡な

し
。
未い
ま

だ
学
を
好
む
も
の
を
聞き

か
ざ
る
な
り
、
と
。

こ
こ
で
顔
回
の
美
点
と
し
て
孔
子
が
挙
げ
て
い
る
の
が
、「
学
を
好
め
り
、
怒
り
を
遷う
つ

さ
ず
、
過
あ
や
ま
ちを
弐ふ
た
たび
せ
ず
。」
で
あ
り
、
修
正
力
が
三

番
目
に
挙
が
っ
て
い
る
。
過
ち
を
二
度
と
し
な
い
、
と
い
う
の
は
、
お
そ
ろ
し
く
柔
軟
で
高
度
な
修
正
力
で
あ
る
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
章
が
あ
る
。

子
曰
、
德
之
不
脩
、
學
之
不
講
、
聞
義
不
能
徙
、
不
善
不
能
改
、
是
吾
憂
也
。（
述
而
第
七
、
三
）

子し

曰い
わ

く
、
徳と
く

の
脩お
さ

ま
ら
ざ
る
、
学が
く

の
講こ
う

ぜ
ざ
る
、
義ぎ

を
聞き

き
て
徙う
つ

る
能
わ
ざ
る
、
不ふ

善ぜ
ん

改あ
ら
たむ
る
能
わ
ざ
る
は
、
是こ

れ
吾わ

が
憂う
れ

え
な
り
。

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
孔
子
が
常
に
自
分
を
注
視
し
つ
つ
気
を
つ
け
て
い
た
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
四
つ
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な

い
項
目
の
な
か
に
、「
不ふ

善ぜ
ん

改あ
ら
たむ
る
」
が
入
っ
て
い
る
。
先
程
の
顔
回
に
つ
い
て
の
三
つ
の
項
目
の
う
ち
、
こ
ち
ら
に
も
入
っ
て
い
る
の
は
、

「
学
」
と
こ
の
修
正
力
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
が
孔
子
の
思
想
の
な
か
で
も
特
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
分
を
常
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
、
人
の
言
う
こ
と
に
耳
を
傾
け
、
自
分
の
間
違
い
に
気
づ
い
た
ら
、
直
ち
に
そ
れ
を

受
け
入
れ
、
更
に
自
分
の
行
動
を
改
め
る
、
こ
れ
が
孔
子
の
追
求
す
る
人
間
と
し
て
の
あ
り
方
の
根
幹
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

子
曰
、
君
子
不
器
、（
為
政
第
二
、
一
二
）

子し

曰い
わ

く
、
君く
ん

子し

は
器う
つ
わな
ら
ず
。

と
い
う
言
葉
も
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
学
習
過
程
が
作
動
し
て
お
ら
ず
、
修
正
力
を
欠
く
小
人
は
、
状
況
に
あ
て
は
め
て
用
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い
る
し
か
な
い
が
、
君
子
は
、
状
況
に
柔
軟
に
対
応
し
う
る
の
で
、
器
で
は
な
い
。

　

大
変
な
大
回
り
を
し
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
れ
で
、

過
則
勿
憚
改

の
一
句
の
持
つ
意
味
と
孔
子
の
思
想
に
お
け
る
重
要
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

次
に
、
最
後
か
ら
二
つ
目
の
句
を
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、

主
忠
信
、
無
友
不
如
己
者
、

で
あ
る
。
こ
こ
を
読
む
た
め
に
は
、
孔
子
の
「
仁
」
と
密
接
に
関
わ
る
「
忠
恕
」
と
「
忠
信
」
と
い
う
概
念
を
説
明
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。夫

子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
（
里
仁
第
四
、
一
五
）

夫ふ
う

子し

の
道
は
、
忠ち
ゅ
う
じ
ょ恕の
み

と
い
う
有
名
な
句
が
あ
り
、
昔
か
ら
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
忠
恕
が
何
を
意
味
す
る
の
か
と
い
う
と
、
論
語
の
ど
こ
を
見
て
も
明
確
な
説
明
が
な
い
。
そ
こ
で
「
忠
」
と
い
う
文
字
を
良
く
見

る
と
、
こ
れ
は
「
中
」
と
「
心
」
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
自
分
の
心
の
状
態
そ
の
ま
ま
に
い
る
と
い
う

意
味
だ
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
大
方
の
意
見
は
一
致
し
て
い
る
。

　

孔
子
は
君
主
と
の
付
き
合
い
方
は
「
忠
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

君
使
臣
以
禮
、
臣
事
君
以
忠
。（
八
佾
第
三
、
一
九
）

君き
み

は
臣し
ん

を
使つ
か

う
に
礼れ
い

を
以も
つ

て
し
、
臣
は
君
に
事つ
か

う
る
に
忠ち
ゅ
うを
以
て
す
。
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そ
れ
で
は
孔
子
の
推
奨
す
る
君
主
へ
の
仕
え
方
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
と
、
君
主
に
は
率
直
に
考
え
を
述
べ
、
君
主
が
立
派
に
政
治

を
す
れ
ば
協
力
す
る
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
協
力
し
な
い
、
と
い
う
態
度
で
あ
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
「
忠
」
な
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、「
天て
ん

下か

道
有あ

ら
ば
、
則す
な
わち
見あ
ら

わ
れ
、
道
無な

く
ん
ば
則
ち
隠か
く

る
。（
泰
伯
第
八
、
一
三
、）」
と
い
う
生
き
方
が
推
奨
さ
れ
る
。

　

孔
子
は
こ
う
も
言
う
。

以
道
事
君
。
不
可
則
止
。（
先
進
十
一
、
二
二
）

道み
ち

を
以
て
君き
み

に
事つ
か

う
る
な
り
。
不ふ

可か

な
れ
ば
則す
な
わち
止や
む

む
。

こ
れ
は
、
道
を
以
て
君
主
に
仕
え
、
道
が
行
わ
れ
な
い
な
ら
ば
、
さ
っ
さ
と
辞
職
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
た
と
え
君
主
を
相
手
に

し
て
も
、
自
分
の
心
を
偽
ら
な
い
こ
と
が
忠
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
日
本
語
の
「
忠
」
と
い
う
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
随
分
異
な
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
「
忠
」
と
い
う
言
葉
が
、
当
時
の
日
本

の
情
勢
に
あ
わ
せ
て
、
君
主
へ
の
滅
私
奉
公
の
意
味
に
読
ま
れ
た
の
が
現
代
に
も
残
存
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
（
宮
崎　

一
九
九
六
、
一

五
一
頁
）。
現
代
の
中
国
で
も
一
般
に
は
同
様
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　

次
の
章
も
同
じ
く
「
忠
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

曾
子
曰
、
吾
日
三
省
吾
身
。
爲
人
謀
而
不
忠
乎
、
與
朋
友
交
而
不
信
乎
、
傳
不
習
乎
。（
学
而
第
一
、
四
）

曾そ
う

子し

曰い
わ

く
、
吾わ
れ

日ひ

に
吾わ

が
身み

を
三さ
ん
せ
い省
す
。
人ひ
と

の
為た
め

に
謀は
か

り
て
忠ち
ゅ
うな
ら
ざ
る
か
、
朋ほ
う
ゆ
う友
と
交ま
じ

わ
り
て
信し
ん

な
ら
ざ
る
か
、
習な
ら

わ
ざ
る
を
伝つ
た

え
し
か
、
と
。

　
「
爲
人
謀
而
不
忠
乎
」を
加
地
は「
他
者
の
た
め
に
相
談
に
の
り
な
が
ら
、い
い
加
減
に
し
て
置
く
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ど
う
か
」

と
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
上
述
の
「
不
忠
」
の
定
義
に
一
致
し
な
い
。「
人
の
為
に
謀
っ
て
不
忠
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と



東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要　

第
百
五
十
二
册

― 76 ―

い
う
言
葉
を
素
直
に
受
け
取
れ
ば
、「
人
の
た
め
だ
か
ら
と
、
自
分
の
心
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
を
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
読
め
る
。
こ

こ
に
い
う
「
人
」
は
た
と
え
ば
自
分
の
君
主
だ
と
思
え
ば
い
い
。
こ
の
方
が
、
一
貫
し
た
読
み
だ
と
私
は
考
え
る
。「
忠
」
に
徹
し
切
れ

な
く
て
、「
謀
」
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
反
省
で
あ
る
。

　

こ
れ
で
「
忠
」
が
だ
い
た
い
わ
か
っ
た
の
で
、
次
に
「
恕
」
を
考
え
よ
う
。
こ
の
字
を
分
解
す
る
と
「
如
」「
心
」
で
あ
り
、
心
の
如
し
、

こ
こ
ろ
の
ま
ま
で
い
る
、
と
い
う
意
味
に
な
る
。

　

白
川
（
一
九
八
四
）
に
よ
れ
ば
、「
如
」
と
い
う
字
は
祭
器
を
持
っ
た
女
性
が
祝
祷
し
て
エ
ク
ス
タ
シ
ー
の
状
態
と
な
る
意
を
示
す
と

い
う
。
恕
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
状
態
（
＝
「
如
」―

筆
者
註
）
の
心
意
を
恕
と
い
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
神
意
を
う
か
が
う
こ
と
、
ゆ
え

に
他
を
推
し
て
そ
の
心
を
は
か
る
意
と
な
る
。」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
儒
家
が
こ
の
恕
を
も
っ
て
仁
の
道
と
す
る
の
は
、
女
巫
が
信

託
を
受
け
神
意
を
う
か
が
う
こ
と
か
ら
発
想
を
え
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
原
始
儒
家
が
、
そ
の
よ
う
な
巫
道
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。」
と
指
摘
す
る
。

　

し
か
し
、「
恕
」
が
神
意
を
う
か
が
い
う
る
精
神
状
態
の
意
味
か
ら
、
他
人
の
気
持
ち
を
推
し
量
る
、
と
い
う
意
味
に
転
じ
る
必
然
性

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
こ
の
元
来
の
意
味
の
「
神
意
」
を
、
自
ら
の
「
内
な
る
声
」
に
置
き
換
え
る
と
、「
恕
」
は
「
自

分
自
身
の
感
覚
の
教
え
る
こ
と
を
正
確
に
汲
み
取
り
う
る
精
神
状
態
」
と
い
う
意
味
に
な
り
、「
心
の
如
し
」
と
い
う
解
釈
と
一
致
す
る
。

私
は
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

　

論
語
に
「
忠
」
は
十
八
回
あ
ら
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、「
恕
」
は
二
回
し
か
あ
ら
わ
れ
な
い
（
楊　

一
九
八
四
）。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
恕
」
を
定
義
し
た
次
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。

子
貢
問
曰
、
有
一
言
而
可
以
終
身
行
之
者
乎
。
子
曰
、
其
恕
乎
。
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
。（
衛
公
十
五
、
二
四
）
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子し

貢こ
う

問
い
て
曰い
わ

く
、
一い
ち
ご
ん言
に
し
て
以も
つ

て
終
し
ゅ
う
し
ん身
之こ
れ

を
行お
こ

な
う
可べ

き
者も
の

有あ

り
や
、
と
。
子し

曰
く
、
其そ

れ
恕じ
ょ

か
。
己お
の
れの
欲ほ
っ

せ
ざ
る
所と
こ
ろは
、
人ひ
と

に
施ほ
ど
こす
こ
と
勿な

か
れ
。

「
己
の
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
は
、
人
に
施
す
な
か
れ
」
と
い
う
言
葉
は
普
通
、「
自
分
の
や
っ
て
欲
し
く
な
い
こ
と
は
、
他
人
に
す
る
な
」
だ

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
恕
」
を
「
心
の
如
し
」
と
す
る
解
釈
と
、
こ
の
定
義
は
、
あ
ま
り
整
合
し
て
い
な
い
。

　

私
は
こ
の
章
の
伝
統
的
な
読
み
は
ひ
ね
り
過
ぎ
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

「
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
」

と
い
う
句
を
も
っ
と
素
直
に
読
ん
で
み
よ
う
。「
己
の
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
ま
ま
読
め
ば
、「
自
分
の
や
り
た
く
な
い

こ
と
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
こ
の
句
は
、

「
自
分
の
や
り
た
く
な
い
こ
と
は
、
人
に
す
る
な
」

と
い
う
意
味
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
読
め
ば
、
確
か
に
「
心
の
如
し
」
と
い
う
言
葉
の
定
義
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
こ
れ
で
何
が

い
け
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
自
分
の
や
り
た
く
な
い
こ
と
は
、
人
に
す
る
な
」
と
い
う
言
葉
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
た
と
え
ば

日
本
軍
の
兵
士
と
し
て
中
国
大
陸
に
派
兵
さ
れ
て
、
そ
こ
で
「
初
年
兵
教
育
」
と
称
し
て
「
肝
試
し
」
の
た
め
に
、
罪
の
な
い
人
を
殺
せ

と
命
令
さ
れ
た
場
面
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
う
い
う
場
面
で
命
令
に
背
く
の
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
仁
に
志
す
者
な
ら
ば
、
た
と

え
命
を
捨
て
て
で
も
、「
自
分
の
や
り
た
く
な
い
こ
と
を
、
人
に
す
る
な
」
と
い
う
の
が
孔
子
の
教
え
だ
と
私
は
考
え
る
。

　

な
お
、
こ
の
言
葉
は
、「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
、
他
人
に
し
ろ
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。「
自
分
の
や
り
た
く
な
い
こ
と
は
、

人
に
す
る
な
」
の
対
偶
は
、「
人
に
何
か
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
で
あ
る
。
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宮
崎
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
」
と
似
た
文
章
が
、
公
治
長
第
五
の
一
二
と
、
顔
淵
第
十
二
の
二
に
出
て
い
る
。

特
に
後
者
に
は
全
く
同
じ
八
文
字
が
出
て
い
る
。
こ
の
章
で
は
、
孔
子
が
「
仁
」
を
問
わ
れ
て
答
え
る
な
か
で
こ
の
八
文
字
を
使
っ
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
格
率
は
恕
の
み
な
ら
ず
仁
で
も
あ
る
。
こ
ち
ら
の
章
で
は
、
士
大
夫
と
し
て
の
心
得
と
し
て
の
「
仁
」
が
論
じ
ら

れ
て
お
り
、「
人
に
施
す
」
の
「
施
」
は
、
施
政
の
こ
と
と
と
っ
た
方
が
一
貫
し
て
い
る
。
官
僚
や
兵
士
と
い
う
、
他
人
か
ら
命
令
を
受

け
る
立
場
で
人
民
に
対
す
る
と
き
、「
自
分
の
や
り
た
く
な
い
こ
と
は
、
人
に
施
す
な
」
と
い
う
言
葉
は
重
い
。

　

ナ
チ
ス
政
権
下
の
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
虐
殺
の
責
任
者
で
あ
る
ア
イ
ヒ
マ
ン
は
、「
私
は
命
令
に
従
っ
た
だ
け
だ
」
と
し
て
自
分
の
責
任
を

認
め
な
か
っ
た
。
こ
の
態
度
が
な
ぜ
誤
っ
て
い
る
か
を
、「
己
の
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
は
、
人
に
施
す
な
か
れ
」
と
い
う
言
葉
は
直
ち
に
明

ら
か
に
し
て
く
れ
る
。

　

ま
た
、
前
者
の
公
治
長
第
五
の
一
二
は
次
の
よ
う
な
章
で
あ
る
。
こ
の
章
は
金
谷
（
一
九
九
九
、
九
一
〜
二
頁
）
に
従
う
。

子
貢
曰
、
我
不
欲
人
之
加
諸
我
也
、
吾
亦
欲
無
加
諸
人
、
子
曰
、
賜
也
、
非
爾
所
及
也
、

子し

貢こ
う

が
曰い

わ
く
、
我
れ
人
の
諸こ

れ
を
我
れ
に
加
え
ん
こ
と
を
欲
せ
ざ
る
は
、
吾
れ
亦ま

た
諸
れ
を
人
に
加
う
る
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
。

子
の
曰の
た
まわ
く
、
賜し

や
、
爾な
ん
じの
及
ぶ
所
に
非あ
ら

ざ
る
な
り
。

金
谷
の
解
釈
で
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

子し

貢こ
う

が
い
っ
た
、「
わ
た
く
し
は
、
人
が
自
分
に
し
か
け
る
の
を
好
ま
な
い
よ
う
な
こ
と
は
、
わ
た
し
の
方
で
も
人
に
し
か
け
な
い

よ
う
に
し
た
い
。」
先
生
は
い
わ
れ
た
、「
賜し

よ
、
お
前
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。」

　

宮
崎
（
一
九
七
四
、
三
三
三
頁
）
と
金
谷
（
二
〇
〇
一
、
一
〇
二
頁
）
の
指
摘
に
従
え
ば
、
一
方
で
孔
子
は
子
貢
に
対
し
て
、「
己
の

欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
は
人
に
施
す
こ
と
な
か
れ
」
と
教
え
な
が
ら
、
も
う
一
方
で
は
、
そ
の
同
じ
子
貢
が
「
わ
た
く
し
は
、
人
が
自
分
に
し
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か
け
る
の
を
好
ま
な
い
よ
う
な
こ
と
は
、
わ
た
し
の
方
で
も
人
に
し
か
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
。」
と
言
う
の
を
、「
お
前
に
で
き
る
こ
と

で
は
な
い
。」
と
冷
た
く
突
き
放
し
て
て
お
り
、
両
者
は
相
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

こ
の
矛
盾
を
宮
崎
は
、「
恐
ら
く
同
一
の
事
實
を
見
聞
し
た
人
が
語
り
傳
え
る
間
に
、
次
第
に
變
化
し
て
來
て
、
二
つ
の
異
っ
た
傳
承

が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
説
明
す
る
。
金
谷
は
、
先
に
「
恕
」
に
つ
い
て
の
孔
子
と
子
貢
の
対
話
が
あ
り
、
調
子
の
良
い
子
貢
が
、

「
で
は
私
は
今
後
そ
の
よ
う
に
致
し
ま
す
。」
と
簡
単
に
誓
っ
て
見
せ
た
の
を
見
て
、「
そ
ん
な
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。」
と
叱
っ
た
、
と

い
う
よ
う
に
解
釈
す
る
。

　

宮
崎
も
金
谷
も
そ
れ
な
り
に
筋
の
通
っ
た
説
明
で
は
あ
る
が
、
私
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
矛
盾
で
は
な
く
な
る
。「
恕
」

に
つ
い
て
の
対
話
は
、「
自
分
の
や
り
た
く
な
い
こ
と
を
人
に
や
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
教
え
で
あ
り
、
公
治
長
篇
の
対
話
は
「
自

分
の
し
て
欲
し
く
な
い
こ
と
を
人
に
は
や
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
子
貢
の
誓
い
を
、「
爾
の
及
ぶ
所
に
非
ず
」
と
否
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

後
者
の
章
は
、
前
者
の
「
己
の
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
は
人
に
施
す
こ
と
な
か
れ
」
と
い
う
言
葉
を
、「
自
分
の
し
て
欲
し
く
な
い
こ
と
を
人

に
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
解
釈
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、「
爾
の
及
ぶ
所
に
非
ず
」
と
い
う
言
葉
を
「
お
前
の
現
在
の
レ
ベ
ル
で
は
及
び
も
つ
か
な
い
所
だ
」
と
理
解
す
る
伝
統
的
解
釈

に
は
、
大
き
な
疑
問
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
の
し
て
欲
し
く
な
い
こ
と
を
、
他
人
に
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
て
、
そ
の
人
も
き
っ
と

し
て
欲
し
く
な
い
に
違
い
な
い
、
と
考
え
る
の
は
、
そ
も
そ
も
賢
明
な
生
き
方
と
は
言
い
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
論
語
が
望
ま
し
い
状
態
と
す
る
「
和
」
に
お
い
て
は
、
お
互
い
の
立
場
や
感
覚
や
理
解
の
違
い
が
前
提
と
な
っ
て

い
る
。
だ
と
す
る
と
、
君
子
同
士
の
交
わ
り
に
お
い
て
は
、
自
分
の
や
っ
て
欲
し
く
な
い
こ
と
を
相
手
も
や
っ
て
欲
し
く
な
い
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
な
誓
い
を
し
た
子
貢
に
対
し
て
、
孔
子
が
、
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「
爾
の
及
ぶ
所
に
非
ず
」

と
否
定
し
た
の
は
実
に
筋
が
通
っ
て
い
る
。
他
人
が
や
っ
て
欲
し
い
か
や
っ
て
欲
し
く
な
い
か
顔
色
を
伺
う
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら

な
い
、
他
人
の
感
覚
は
他
人
の
感
覚
な
の
で
あ
っ
て
、
お
前
の
感
覚
の
及
ぶ
範
囲
で
は
な
い
、
と
い
う
教
え
で
あ
る
。

　

あ
る
状
況
の
な
か
に
魂
を
開
い
て
自
ら
の
身
体
を
置
き
、
そ
の
と
き
の
自
分
の
感
覚
の
与
え
る
意
味
を
鋭
敏
に
読
み
解
く
こ
と
が
「
恕
」

で
あ
る
。
そ
の
感
覚
の
中
に
は
他
者
へ
の
配
慮
が
既
に
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
原
理
的
に
知
る
こ
と
が
不
可
能
な
他
人
の
感
覚
を
、

自
分
の
感
覚
で
推
し
量
る
よ
う
な
無
理
を
す
る
の
は
「
恕
」
で
は
な
い
。
恕
と
感
情
移
入
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

宮
崎
の
言
う
よ
う
に
「
忠
恕
」
は
連
文
で
あ
る
。
連
文
と
い
う
の
は
、
似
た
よ
う
な
意
味
の
二
つ
の
文
字
を
重
ね
て
、
そ
の
意
味
の
共

通
部
分
を
指
す
手
法
で
あ
る
。
忠
の
な
か
の
恕
的
な
部
分
。
あ
る
い
は
恕
の
な
か
の
忠
的
な
部
分
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
自
分
自
身
の
本
来

の
感
覚
に
従
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
明
代
の
思
想
家
で
あ
り
、「
儒
教
の
叛
逆
者
」（
島
田　

一
九
六
七
、
一
六
一
〜
一
八
九
頁
）
と
呼
ば
れ
る
李
卓

吾
の
「
童
心
説
」
が
注
意
に
値
す
る
。
李
卓
吾
は
、
人
間
本
来
の
「
無
善
無
悪
」
の
「
心
の
本
体
」
た
る
真
心
を
「
童
心
」
と
し
た
。
一

方
で
、
外
部
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
る
自
分
な
ら
ざ
る
も
の
を
「
仮
」
と
呼
び
、
こ
れ
が
「
聞
見
」・「
道
理
」
と
い
う
形
で
進
入
し
、「
内

の
主
」
と
な
る
と
童
心
が
失
わ
れ
て
「
仮
人
」
と
な
り
果
て
る
、
と
主
張
す
る
。

　

溝
口
雄
三
（
一
九
八
五
、
二
二
六
〜
七
頁
）
は
、
李
卓
吾
が
「
童
心
」
に
つ
い
て
「
絶
仮
純
真
」
と
い
う
の
は
、
欲
す
る
こ
と
を
あ
り

の
ま
ま
に
欲
す
る
、
そ
う
い
う
赤
裸
々
な
心
こ
そ
、
仮
飾
の
な
い
純
然
た
る
真
率
な
も
の
だ
、
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
、
と
指
摘
す
る
。

私
の
見
る
と
こ
ろ
、
こ
の
「
儒
教
の
叛
逆
者
」
の
言
う
「
童
心
」
こ
そ
が
、
論
語
の
「
忠
恕
」
の
基
盤
で
あ
る
。

　

こ
れ
で
「
忠
恕
」
が
だ
い
た
い
わ
か
っ
た
の
で
次
に
「
忠
信
」
に
移
ろ
う
。
楊
（
一
九
八
四
）
に
よ
れ
ば
「
信
」
の
使
用
頻
度
は
三
八
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回
と
「
忠
」
を
上
回
っ
て
い
る
。「
信
」
は
言
葉
へ
の
信
頼
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
「
朋
友
と
交
わ
り
て
信
な
ら
ざ
る
か
（
学

而
第
一
、
四
）」
と
い
っ
た
友
達
同
士
の
関
係
で
も
か
ま
わ
な
い
し
、
ま
た
、
政
治
に
関
す
る
問
答
で
孔
子
が
「
民
、
信
ず
る
無
く
ん
ば

立
た
ず
」
と
答
え
た
よ
う
に
、
人
民
の
為
政
者
の
言
葉
へ
の
信
頼
と
い
う
形
で
も
良
い
。

　

金
谷
（
一
九
九
〇
、
七
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
忠
」
と
い
う
字
は
、
孔
子
以
前
の
文
献
と
見
ら
れ
る
『
書
経
』
や
『
詩
経
』
に
は
表
れ

て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
甲
骨
文
字
に
も
な
い
。『
書
経
』
で
は
「
信
」
と
い
う
字
が
こ
れ
に
相
当
す
る
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
「
忠
」
の
よ
う
に
個
人
の
内
面
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
嘘
を
つ
か
な
い
、
約
束
を
守
る
、
と
い
う
人
と
人
と
の
間
に
あ
ら
わ
れ

る
状
態
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。

　

こ
の
「
信
」
を
「
忠
」
と
連
文
に
し
た
も
の
が
「
忠
信
」
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
金
谷
の
付
し
た
註
に
よ
れ
ば
「
忠
信
」
は
、「
誠
実

の
徳
、
忠
は
内
的
良
心
、
信
は
そ
の
発
露
と
し
て
の
う
そ
を
つ
か
な
い
徳
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
他
人
と
交
わ
る
と
き
に
は

自
分
の
心
に
言
葉
を
一
致
さ
せ
て
、
二
枚
舌
を
使
わ
な
い
で
い
る
こ
と
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。

　
「
忠
信
」
を
理
解
す
る
に
は
、
Ｍ
・
Ｋ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
次
の
言
葉
を
こ
れ
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
。

わ
た
し
は
物
を
書
く
と
き
に
、
自
分
が
前
に
言
っ
た
こ
と
を
考
え
た
こ
と
は
な
い
。
わ
た
し
の
意
図
す
る
の
は
、
与
え
ら
れ
た
問
題

に
つ
い
て
、
自
分
が
前
に
述
べ
た
こ
と
と
つ
じ
つ
ま

0

0

0

0

を
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
、
自
分
に
と
っ
て
真
理
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
わ
た
し
は
真
理
か
ら
真
理
へ
と
成
長
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

（
ガ
ン
デ
ィ
ー　

一
九
九
七
、
第
一
巻
一
四
四
〜
五
頁
）

こ
れ
が
忠
に
し
て
信
と
い
う
態
度
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
「
忠
信
」
と
い
う
態
度
は
、
学
の
有
無
と
は
関
係
が
な
い
。
学
に
励
ん
だ
と
こ
ろ
で
忠
信
に
な
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
忠
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信
だ
か
ら
と
い
っ
て
学
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
孔
子
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

子
曰
、
十
室
之
邑
、
必
有
忠
信
如
丘
者
焉
。
不
如
丘
之
好
學
也
。（
公
治
長
第
五
、
二
八
）

子し

曰い
わ

く
、
十じ
っ
し
つ室
の
邑ゆ
う

に
も
、
必か
な
らず
忠ち
ゅ
う
し
ん信な
る
こ
と
丘き
ゅ
うの
如ご
と

き
者も
の

有あ

ら
ん
。
丘
の
学が
く

を
好
む
に
は
如し

か
ざ
ら
ん
。

つ
ま
り
、
忠
信
は
学
と
は
関
係
な
い
の
で
あ
る
。

　

伝
統
的
に
、

主
忠
信

の
解
釈
に
は
二
つ
の
説
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
忠
信
に
従
っ
て
生
き
よ
、
と
い
う
意
味
に
と
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、「
主
」
を
「
親
し
む
」

と
い
う
意
味
に
と
り
、「
忠
信
」
を
忠
信
に
従
っ
て
生
き
る
者
、
と
い
う
意
味
に
と
る
。
私
は
後
者
に
従
う
。

　

続
い
て
い
よ
い
よ
問
題
の
「
無
友
不
如
己
者
」
に
取
り
掛
か
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

私
の
第
一
の
提
案
は
、
論
語
本
文
に
誤
字
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
こ
に
は
い
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、

無
友
不
如
己
者

の
太
字
に
し
た
「
如
己
」
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
己
」
が
「
心
」
の
書
き
間
違
い
で
あ
っ
て
、
更
に
「
如
」
と
「
心
」
が
一
文
字
な
の
で

は
な
い
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
こ
こ
は
、

無
友
不
恕
者

と
な
る
。
こ
れ
な
ら
ば
「
主
忠
信
」
と
並
べ
て
、「
忠
信
に
従
う
者
に
親
し
み
、
恕
な
ら
ぬ
者
を
友
と
し
な
い
」
と
一
貫
し
て
読
め
る
。

　

と
は
い
え
原
文
に
手
を
つ
け
る
の
は
大
手
術
で
あ
っ
て
、
特
に
私
の
ご
と
き
浅
学
の
者
が
す
る
の
は
危
険
極
ま
り
な
い
。
そ
こ
で
「
如

己
」
の
解
釈
を
変
更
す
る
、
よ
り
安
全
な
二
番
目
の
案
を
用
意
し
た
。
こ
れ
は
深
尾
葉
子
（
大
阪
外
国
語
大
学
准
教
授
）
の
提
案
で
あ
る
。



論
語
の
論
理
構
造

― 83 ―

　
「
如
」
と
い
う
文
字
は
た
と
え
ば
、

万
事
如
意

と
い
う
よ
う
に
使
う
。
こ
れ
は
中
国
人
が
正
月
に
赤
い
紙
に
書
い
て
入
り
口
に
貼
り
付
け
た
り
す
る
文
句
で
あ
る
が
、

な
ん
で
も
思
い
の
ま
ま

と
い
う
ま
こ
と
に
お
め
で
た
い
意
味
で
あ
る
。「
如
意
」
の
「
意
」
を
「
己
」
に
入
れ
替
え
れ
ば
、「
己
の
ま
ま
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

そ
う
す
る
と
、

不
如
己

は
、「
自
分
よ
り
劣
っ
た
者
」
で
は
な
く
、「
お
の
れ
の
ま
ま
な
ら
ざ
る
者
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
つ
ま
り
、

無
友
不
如
己
者

は
、

己
の
ま
ま
な
ら
ざ
る
者
を
友
と
し
な
い
、

と
解
釈
で
き
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、「
不
恕
者
」
で
も
「
不
如
己
者
」
で
も
、
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
な
る
。

　

な
ぜ
、
己
の
ま
ま
で
な
い
者
を
友
と
し
て
は
い
け
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
者
は
自
分
自
身
を
偽
っ
て
飾
り
立
て
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
う
い
う
輩
へ
の
嫌
悪
感
は
、
論
語
に
し
ば
し
ば
現
れ
る
。
た
と
え
ば
、

子
曰
く
、
巧こ
う
げ
ん
れ
い
し
ょ
く

言
令
色
、
鮮す
く

な
し
仁じ
ん

。（
学
而
第
一
、
三
：
陽
貨
第
十
七
、
一
五
）

子し

曰い
わ

く
、
巧こ
う
げ
ん言
・
令れ
い
し
ょ
く色・
足そ
く
き
ょ
う恭な
る
は
、
左さ
き
ゅ
う
め
い

丘
明
之こ
れ

を
恥は

ず
。
丘き
ゅ
うも
亦ま
た

之
を
恥
ず
。（
公
治
長
第
五
、
二
五
）

と
い
う
よ
う
に
。
逆
に
、
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子
曰
、
剛
毅
朴
訥
近
仁
。（
子
路
第
十
三
、
二
七
）

子し

曰い
わ

く
、
剛ご
う

・
毅き

・
木ぼ
く

・
訥と
つ

は
仁じ
ん

に
近ち
か

し
。

と
、
生な
ま

の
自
分
を
曝
け
出
す
人
間
は
、
仁
に
近
い
と
高
く
評
価
さ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
剛
だ
け
で
は
「
剛ご
う

を
好こ
の

み
て
学が
く

を
好
ま
ざ
れ
ば
、
そ
の
蔽へ
い

や
狂き
ょ
う（
陽
貨
十
七
、
七
）」
と
子
路
の
よ
う
に
孔
子
に
叱
ら
れ
る
。

し
か
し
そ
れ
で
も
孔
子
は
、「
中ち
ゅ
う
こ
う行を
得え

て
之こ
れ

に
与く
み

せ
ず
ん
ば
、
必か
な
らず
や
狂き
ょ
う
け
ん狷か
（
子
路
第
十
三
、
二
一
）」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

中
庸
を
得
た
優
れ
た
仲
間
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、「
狂
狷
」
な
る
者
を
仲
間
と
し
よ
う
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
中
庸
を
得
た
仁
者

は
滅
多
に
い
な
い
の
で
、「
狂
」
は
原
則
的
に
い
つ
で
も
孔
子
の
友
達
に
し
て
も
ら
え
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
議
論
に
よ
り
、

主
忠
信
、
無
友
不
如
己
者
、

の
句
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
解
釈
は
、
以
下
で
よ
か
ろ
う
。
尚
、
こ
こ
で
は
深
尾
の
読
み
方
を
採
用
す
る
。

ま
ご
こ
ろ
に
従
っ
て
、
言
葉
を
心
に
一
致
さ
せ
る
人
と
交
わ
り
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
な
い
者
を
友
達
に
し
な
い
。

　

今
ま
で
こ
の
読
み
方
が
提
案
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、

顏
淵
問
仁
。
子
曰
、
克
己
復
禮
、
爲
仁
。（
顔
淵
第
十
二
、
一
）

と
い
う
問
答
が
「
仁
」
の
定
義
と
し
て
重
視
さ
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
う
。
己お
の
れが
克か

つ
べ
き
対
象
で
あ
る
な
ら
ば
、「
己
の
ま
ま
」

は
最
悪
で
あ
る
。
そ
ん
な
者
を
友
達
に
し
て
は
い
け
な
い
の
で
、「
不
如
己
者
」
は
「
己
に
し
か
ざ
る
者
」
と
読
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
章
は
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
「
己
」
を
肯
定
し
て
い
る
。

爲
仁
由
己
。
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仁
を
為
す
は
己
に
由よ

る
。

宮
崎
市
定
は
こ
の
箇
所
を
、「
他
人
の
影
響
、
誘
惑
、
脅
迫
を
離
れ
て
全
く
自
由
に
な
り
え
た
人
が
、
自
ら
進
ん
で
や
る
行
為
が
自
然
に

仁
と
な
る
こ
と
を
言
っ
た
」
と
解
釈
す
る
（
宮
崎　

一
九
九
六
、
一
五
三
頁
）。

　

朱
熹
は
「
克
己
復
禮
」
の
己
を
「
私
欲
」
と
解
し
て
い
る
が
、
荻
生
徂
徠
は
こ
の
矛
盾
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
馬
融
の
「
克
己

は
身
を
約
す
る
な
り
」
と
い
う
解
釈
を
採
用
す
る
。
そ
し
て
「
己
を
克よ

く
し
て
禮
を
復ふ

む
」
と
読
み
、
そ
の
意
味
を
「
身
を
禮
に
納い

る
る

な
り
。」と
し
て
い
る
。こ
う
す
れ
ば
身
を
約
す
る
の
は
己
自
身
が
や
る
以
外
に
な
い
、と
い
う
よ
う
に
一
応
は
矛
盾
な
く
解
釈
で
き
る
が
、

今
度
は
、「
身
を
禮
に
納
る
る
」「
己
を
約
す
る
」
と
い
う
の
が
何
の
こ
と
か
良
く
わ
か
ら
な
い
。

　

白
川
静
に
よ
れ
ば
、「
克
」
と
い
う
字
は
も
と
も
と
、
木
材
を
彫
る
た
め
の
取
っ
手
の
つ
い
た
刃
物
を
示
す
字
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ

れ
が
後
に
転
じ
て
「
克か

つ
」
と
い
う
意
味
に
な
り
、
そ
の
用
例
と
し
て
論
語
の
「
克
己
復
禮
」
を
挙
げ
て
い
る
。（
白
川　

一
九
八
四
）

　

論
語
の
「
克
己
」
を
、
己
を
彫
っ
て
作
り
変
え
る
行
為
と
見
れ
ば
、
そ
れ
が
「
己
に
克
つ
」
と
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
が
以
下

の
よ
う
に
理
解
で
き
る
。
人
は
、
往
々
に
し
て
無
意
識
の
衝
動
に
か
ら
れ
て
、
間
違
っ
た
行
い
を
し
て
し
ま
う
。
自
分
の
そ
の
無
意
識
の

作
動
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
認
め
て
は
じ
め
て
行
い
を
改
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
言
う
ま
で
も
無
く
、
無
意
識
の
部
分
を
意
識
す
る
の

は
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
自
分
自
身
の
認
め
た
く
な
い
つ
ら
い
記
憶
と
向
き
合
い
、
恥
じ
て
、
悲
し
み
、
乗
り
越
え
る
行
為
で
あ
る
。

こ
れ
は
厳
し
い
こ
と
で
あ
り
、
己
を
彫
り
込
む
よ
う
な
つ
ら
さ
を
伴
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
克
己
」
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、

己
を
彫
り
こ
ん
で
作
り
変
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
己
に
克
つ
こ
と
で
あ
も
る
。

　

と
す
れ
ば
、「
克
己
復
禮
、
爲
仁
」
と
は
、
自
分
が
無
意
識
に
し
て
し
ま
っ
た
間
違
っ
た
行
為
を
恥
じ
、
自
分
自
身
の
あ
り
方
に
向
き

合
い
、
己
の
魂
の
隠
さ
れ
た
傷
を
明
ら
か
に
し
、
悲
し
み
、
乗
り
越
え
る
こ
と
で
、
禮
に
か
な
っ
た
振
る
舞
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
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こ
う
す
る
こ
と
が
仁
を
為
す
こ
と
だ
、
と
い
う
意
味
と
解
釈
で
き
る
。
そ
し
て
間
違
い
な
く
、
こ
の
よ
う
な
行
為
は
自
分
自
身
で
す
る
し

か
な
く
、「
仁
を
為
す
は
己
に
由
る
」
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
自
分
に
掛
け
ら
れ
た
呪
縛
か
ら
逃
れ
る
と
き
、
人
は
自
由
に
な
る
。
宮
崎
が
仁
と
自
由
と
を
結
び
付
け
て
い
る
の
は
、

理
に
適
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、「
克
己
復
禮
」
と
「
無
友
不
如
己
者
」
は
矛
盾
し
な
い
。
己
の
ま
ま
に
生
き
な
い
で
、
う
わ
べ
を
と
り
つ

く
ろ
っ
て
い
る
者
は
、
克
己
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

で
は
次
に
、「
學
則
不
固
」
の
解
釈
に
移
る
。
既
述
の
ご
と
く
、
こ
こ
に
は
古
来
、
二
つ
の
解
釈
が
あ
る
。

（
イ
）
学
ん
だ
ら
固
陋
で
な
く
な
る
、

（
ロ
）
学
ん
で
も
堅
固
で
な
い
、

金
谷
の
註
に
よ
れ
ば
、「
学
と
は
本
を
読
み
先
生
に
聞
く
、
外
か
ら
の
習
得
を
い
う
。（
金
谷　

一
九
九
九
、
四
三
頁
）」
と
あ
る
か
ら
、「
学
」

は
、
紛
れ
も
な
く
、「
学
習
」
で
は
な
く
、
外
部
か
ら
自
分
本
来
で
は
な
い
何
か
を
取
り
込
む
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

正
直
申
し
上
げ
て
、（
イ
）
は
私
の
感
覚
と
正
反
対
で
あ
る
。
私
の
観
察
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
下
手
に
学
問
を
や
っ
て
い
る
人
ほ
ど
、

自
分
の
専
門
知
識
に
こ
だ
わ
っ
て
譲
ら
ず
、
頑
固
に
な
る
傾
向
が
強
い
。
少
し
で
も
そ
の
人
の
領
域
の
前
提
に
反
す
る
よ
う
な
こ
と
を
言

う
と
、「

い
え
、
私
た
ち
の
分
野
で
は
そ
の
よ
う
に
考
え
ま
せ
ん
。」

と
鉄
壁
の
構
え
で
あ
る
。

　

そ
の
上
、
自
分
が
「
専
門
」
と
み
な
す
領
域
を
少
し
で
も
外
れ
た
こ
と
を
聞
く
と
、
全
く
の
腰
砕
け
で
、
自
分
の
意
見
と
い
う
も
の
が
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な
い
。
た
と
え
ば
、
古
代
史
が
専
門
だ
と
言
う
の
で
、
当
時
の
社
会
構
造
に
つ
い
て
質
問
す
る
と
、

「
い
え
、
私
の
専
門
は
竹
簡
の
研
究
で
す
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。」

と
う
ろ
た
え
る
始
末
で
あ
る
。
詰
ま
る
と
こ
ろ
、

（
ハ
）
学
ん
だ
ら
固
陋
に
な
る
上
に
、
堅
固
で
も
な
い
、

と
い
う
の
が
一
般
的
現
象
で
あ
る
。

　

別
の
箇
所
で
孔
子
は
、

學
而
不
思
、
則
罔
。
思
而
不
學
、
則
殆
。（
為
政
第
二
、
一
五
）

学ま
な

び
て
思お
も

わ
ざ
れ
ば
、
則す
な
わち
罔く
ら

し
。
思
い
て
学
ば
ざ
れ
ば
、
則
ち
殆あ
や

う
し
。

と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

学
ぶ
ば
か
り
で
考
え
な
け
れ
ば
、
頭
が
働
か
な
く
な
る
。
考
え
る
ば
か
り
で
学
ば
な
け
れ
ば
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
信
じ
込
む
。

と
で
も
解
釈
す
れ
ば
よ
か
ろ
う
。
俵
木
（
一
九
九
〇
、
七
七
〜
八
一
頁
）
は
「
罔
」
が
も
と
も
と
禽
獣
魚
類
を
と
ら
え
る
網
を
意
味
す
る

文
字
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
心
が
網
に
掛
け
ら
れ
て
身
動
き
が
と
れ
な
い
状
態
を
表
現
す
る
、
と
し
た
。
私
は
こ
の
解
釈
に
従
い
た
い
と

思
う
。

　

学
問
を
や
っ
て
固
陋
に
な
っ
て
し
ま
う
人
は
、
自
分
の
感
覚
に
従
っ
て
「
思
う
」
こ
と
が
欠
け
て
お
り
、
学
ん
だ
知
識
に
絡
め
と
ら
れ

て
、「
罔
」
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

逆
に
自
分
の
思
い
込
み
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
、
自
分
の
相
対
的
状
態
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
が
「
殆
う
し
」
で
あ
る
。

そ
こ
で
、「
学
ぶ
」
こ
と
に
よ
っ
て
外
部
の
視
線
を
入
れ
て
、
自
分
の
状
態
の
把
握
を
柔
軟
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
流
の
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ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
自
分
の
身
体
感
覚
の
把
握
能
力
の
高
い
人
々
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
彼
ら
は
み
な
コ
ー
チ
を
必
要
と
し
て
い
る
。
そ
れ

ほ
ど
に
、
自
分
の
状
態
の
把
握
は
難
し
い
の
で
あ
り
、「
学
」
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、「
学
則
不
固
」
を
私
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

学
ん
で
も
固
陋
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

常
に
「
学
ぶ
」
と
共
に
「
思
う
」
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
教
え
で
あ
る
。

　

そ
う
思
っ
て
荻
生
徂
徠
の
解
釈
を
見
る
と
、

傳で
ん

に
曰
く
「
博ひ
ろ

く
學ま
な

ん
で
方つ
ね

無な

し
」
と
（
禮
記
、
内
則
）。
孔
子
は
常
の
師
無
し
（
子
張
篇
）。
一
師
の
說
を
固
守
せ
ざ
る
を
謂
ふ
な

り
。

と
あ
る
（
荻
生
、
第
一
巻
、
三
八
〜
三
九
頁
）。
学
ん
で
も
頑
な
に
な
る
な
、
と
い
う
方
向
の
読
み
で
あ
る
。

　

次
の
よ
う
な
問
答
も
あ
る
。
微
生
畝
と
い
う
人
が
、
孔
子
を
評
し
て
「
安
易
に
妥
協
し
す
ぎ
る
」
と
批
判
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に

答
え
て
孔
子
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

非
敢
爲
佞
也
。
疾
固
也
。（
憲
問
第
十
四
、
三
二
）

敢
て
佞
を
爲
す
に
非
ず
。
固
き
を
疾
む
な
り
。（
宮
崎　

一
九
七
四
、
三
一
八
頁
）

宮
崎
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
訳
す
。

決
し
て
妥
協
し
た
り
な
ど
は
し
な
い
。
併
し
そ
う
見
え
る
な
ら
、
そ
れ
は
固
い
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
別
の
と
こ
ろ
で
は
、
孔
子
は
「
毋
固
」
で
あ
っ
た
、
つ
ま
り
、「
固
執
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
（
子
罕

第
九　

四
）。
孔
子
は
、
固
く
意
固
地
に
な
る
こ
と
を
嫌
っ
て
お
り
、
柔
軟
性
を
重
ん
じ
て
い
る
。
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こ
れ
で
あ
と
は
「
不
重
則
不
威
」
を
片
付
け
れ
ば
ゴ
ー
ル
に
到
達
で
あ
る
。
こ
こ
は
普
通
、「
重
」
と
「
威
」
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
、

「
不
重
」
と
「
不
威
」
を
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
状
態
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
重
々
し
い
」の
は
必
ず
し
も
良
い
こ
と
で
は
な
い
。動
的
な
環
境
の
中
で
、あ
る
状
態
を
保
と
う
と
す
れ
ば
、常
に
動
き
回
っ

て
調
整
し
つ
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

中
庸
之
爲
德
也
。
其
至
矣
乎
。（
雍
也
第
六
、
二
九
）

中ち
ゅ
う
よ
う
庸
の
徳と
く

為た

る
、
其そ

れ
至い
た

れ
る
か
な
。

こ
の
「
中
庸
」
と
い
う
概
念
は
、「
ほ
ど
ほ
ど
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。「
庸
」
と
は
「
常
な
り
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

宮
崎
（
一
九
七
四
、
二
二
三
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
中
庸
の
中
は
過
不
及
の
な
い
こ
と
。
庸
は
常
な
り
と
訓
じ
、
こ
の
常
は
永
久
の
常
で

あ
る
。
過
不
及
の
な
い
行
爲
は
時
間
的
に
永
久
に
繰
り
返
し
て
も
行
き
つ
ま
る
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
の
が
中
國
思
想
の
特
色
で
あ
る
。」

と
い
う
。

　

し
か
し
こ
れ
は
か
な
り
不
思
議
な
考
え
方
で
あ
る
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
い
か
な
る
行
為
も
外
部
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
注

入
な
し
に
永
久
に
繰
り
返
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
思
想
の
、
因
果
の
関
係
を
逆
に
す
れ
ば
話
が
通
じ
る
。
つ
ま
り
、「
常
に
繰
り
返

し
調
整
し
、
修
正
す
る
こ
と
で
、
過
不
及
の
な
い
正
し
い
状
態
を
維
持
で
き
る
」
と
い
う
の
が
ま
っ
と
う
な
考
え
方
だ
か
ら
で
あ
る
。
私

は
「
中
庸
」
と
い
う
言
葉
は
も
と
も
と
、
こ
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
忘
れ
ら
れ
、
後
代
に
宮
崎
の
言
う
よ
う
な
思
想
が

捏
造
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

子
在
川
上
。
曰
、
逝
者
如
斯
夫
。
不
舍
晝
夜
。（
子
罕
第
九
、
一
七
）

子し

川せ
ん
じ
ょ
う
上
に
在あ

り
。
曰い
わ

く
、
逝ゆ

く
者も
の

は
斯か
く

の
如ご
と

き
か
。
昼
夜
を
舎お

か
ず
、
と
。
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こ
の
箇
所
は
古
註
で
は
時
間
の
経
過
の
早
い
こ
と
を
嘆
い
た
と
さ
れ
、
新
注
で
は
水
流
の
や
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
絶
え
ず
修
養
に
努
め

て
進
歩
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
読
む
。
加
地
は
小
川
環
樹
の
説
に
従
い
、
水
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
感
嘆
し
た
と
い
う
解
釈
を
と
る
。

　

し
か
し
こ
の
箇
所
は
、
中
庸
を
維
持
す
る
た
め
の
絶
え
ざ
る
動
き
へ
の
賛
嘆
と
も
読
め
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
絶
え
ざ
る
川
の
流
れ
が
形

成
す
る
、
川
面
の
様
子
や
渦
の
形
は
あ
る
定
常
性
を
持
っ
て
お
り
、
静
か
で
も
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
見
れ
ば
、「
重
」
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
あ
り
、「
不
重
」
は
「
重
か
ら
ざ
れ
」
と
い
う
教
え
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ

は
、
固
を
嫌
う
姿
勢
と
一
貫
し
て
い
る
。

　
「
不
威
」
は
、
そ
の
ま
ま
、
威
圧
し
な
い
、
威
張
ら
な
い
、
と
読
み
た
い
。
こ
の
あ
と
に
、
友
達
づ
き
あ
い
の
話
が
出
て
く
る
の
で
あ

る
か
ら
、
威
張
る
な
と
い
う
教
え
は
す
ん
な
り
と
繋
が
る
。
自
分
と
周
囲
の
人
々
の
状
態
に
常
に
注
意
を
払
い
、
も
っ
た
い
ぶ
っ
て
重
々

し
く
な
ど
し
な
い
人
間
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
る
人
間
は
、
他
人
を
威
圧
し
た
り
は
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
た
こ
う
思
っ
て
荻
生
徂
徠
の
読
み
を
見
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

重
か
ら
ず
と
は
重
事
に
あ
ら
ざ
る
を
謂
ふ
な
り
。
君
子
は
愷が
い
て
い悌
以
て
德
と
為
す
。
ゆ
ゑ
に
凡
そ
重
事
に
非
さ
れ
ば
、
威ゐ

嚴げ
ん

を
設
け
ず
。

つ
ま
り
「
不
重
則
不
威
」
は
「
国
の
重
大
な
行
事
で
な
け
れ
ば
、
威
厳
を
示
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
国
の
儀
式

の
や
り
方
が
、
学
問
と
か
友
達
づ
き
あ
い
の
心
構
え
と
並
ん
で
い
る
の
は
、
不
自
然
だ
と
思
う
の
で
「
不
重
」
の
解
釈
は
同
意
で
き
な
い

が
、「
不
威
」
は
私
と
同
じ
方
向
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
よ
う
や
く
、
我
々
の
冒
険
が
完
結
し
た
。
全
体
の
解
釈
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
原
文
を
再
掲
し
て
お
く
。

子
曰
、
君
子
不
重
、
則
不
威
。
學
則
不
固
。
主
忠
信
、
無
友
不
如
己
者
。
過
則
勿
憚
改
。（
学
而
第
一
・
八
）

先
生
は
言
わ
れ
た
。
君
子
た
る
も
の
、
も
っ
た
い
ぶ
っ
て
重
々
し
く
な
ど
せ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
威
張
っ
た
り
威
圧
し
た
り
は
し
な
い
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も
の
だ
。
学
ん
で
も
、
自
分
で
よ
く
考
え
て
、
固
陋
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ご
こ
ろ
に
従
い
、
言
葉
を
心
に
一
致

さ
せ
る
人
と
交
わ
り
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
な
い
者
を
友
達
に
し
な
い
。
過
ち
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
改
め
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
は

な
ら
な
い
。

第
三
節　

学
習
の
構
造

　

本
節
で
は
、「
学
習
」
の
観
点
か
ら
、
論
語
の
諸
概
念
を
見
て
い
き
た
い
。「
禮
」
に
関
す
る
次
の
章
を
見
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

子
入
太
廟
、
每
事
問
。
或
曰
、
孰
謂
鄹
人
之
子
知
禮
乎
。
入
太
廟
、
每
事
問
。
子
聞
之
曰
、
是
禮
也
。（
八は
ち
い
つ佾
第
三
、
一
五
）

子し

太た
い
び
ょ
う
廟
に
入い

り
て
、
事こ
と
ご
と毎
に
問
う
。
或あ
る

ひ
と
曰い
わ

く
、
孰た
れ

か
鄹す
う
ひ
と人
の
子こ

礼れ
い

を
知し

る
と
謂い

え
る
か
。
太
廟
に
入
り
て
、
事
毎
に
問
う
、
と
。

子
之こ
れ

を
聞き

き
て
曰
く
、
是こ

れ
礼
な
り
、
と
。

こ
の
章
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。

孔
子
が
魯
の
始
祖
で
あ
る
周
公
を
祭
る
太
廟
に
入
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
田
舎
出
身
の
禮
学
者
で
あ
る
孔
子
は
、
祭
禮
に
お
い

て
事
ご
と
に
長
上
の
経
験
者
に
「
こ
れ
は
何
で
す
か
、
あ
れ
は
ど
う
い
う
事
で
す
か
」
と
尋
ね
て
回
っ
た
。
こ
れ
を
見
て
あ
る
人
が

「
あ
の
鄹す
う

か
ら
来
た
田
舎
者
、
禮
の
先
生
だ
と
誰
が
言
っ
た
の
か
。
太
廟
で
は
な
ん
で
も
か
ん
で
も
聞
い
て
回
っ
て
い
た
ぞ
」
と
謗
っ

た
。
こ
の
悪
口
が
孔
子
に
伝
わ
る
と
、「
そ
れ
が
禮
な
の
で
あ
る
」
と
答
え
た
。

　

こ
の
章
は
、
儒
家
に
と
っ
て
致
命
傷
と
な
り
か
ね
な
い
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
夏
・
殷
・
周
の
古
禮
に
精
通
し
て
い
る
は
ず
の
孔
子
が
、

魯
の
太
廟
の
禮
す
ら
知
ら
な
い
こ
と
が
暴
露
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
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古
註
に
よ
れ
ば
孔
安
国
は
「
孔
子
は
こ
れ
を
既
に
知
っ
て
い
た
の
に
、
念
の
た
め
に
聞
い
た
の
で
あ
っ
て
、
慎
重
の
至
り
で
あ
る
。」

と
言
い
訳
し
て
お
り
、
安
井
息
軒
は
「
何
を
す
る
に
も
事
ご
と
に
聞
く
の
は
、
間
違
い
が
な
い
か
と
恐
れ
る
た
め
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。

（
渡
邊　

一
九
六
六
、
二
〇
頁
）

　

荻
生
徂
徠
に
至
っ
て
は
、

「
子
大
廟
に
入
つ
て
事
每
に
問
ふ
」、
古い
に
しへ
必
ず
此
の
禮
あ
ら
ん
。
ゆ
ゑ
に
孔
子
曰
く
、「
是こ

れ
禮れ
い

也な
り

」
と
。（
荻
生　

一
九
九
四
、
第

一
巻
、
一
一
九
頁
）

と
ま
で
言
う
。
つ
ま
り
、「
事
毎
に
問
う
」
と
い
う
古
禮
が
あ
っ
た
の
を
、
孔
子
だ
け
が
知
っ
て
い
た
の
だ
、
と
解
釈
し
、「
孔
子
が
こ
れ

が
禮
だ
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
こ
れ
が
禮
な
の
で
あ
っ
て
、
孔
子
の
言
葉
を
信
じ
な
い
で
、
と
や
か
く
理
屈
を
考
え
る
古
註
や
朱
註
は

と
ん
で
も
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

　

孔
子
を
偉
大
な
ペ
テ
ン
師
と
看
做
す
浅
野
（
一
九
九
七
）
は
、
こ
の
章
に
基
づ
い
て
孔
子
を
強
く
批
判
し
、
古
い
祭
禮
の
知
識
が
あ
る

か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
日
常
的
な
禮
に
話
を
す
り
替
え
て
、
み
じ
め
な
言
い
訳
を
し
て
い
る
、
と
そ
の
い
じ
け
た
魂
の

あ
り
よ
う
を
指
摘
す
る
。

　

加
地
は
「〔
知
っ
て
い
て
も
過
ち
の
な
い
よ
う
に
確
か
め
る
。〕
そ
れ
が
礼
な
の
で
あ
る
。」
と
訳
し
て
い
る
が
、
さ
す
が
に
こ
の
強
弁

を
受
け
入
れ
て
お
ら
ず
、
加
地
（
一
九
九
〇
、
八
七
頁
）
で
は
、
孔
子
は
「
や
は
り
本
当
に
礼
を
知
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
」
と
し
て
い

る
。

　

と
す
れ
ば
こ
の
章
は
、
儒
家
に
と
っ
て
や
は
り
致
命
傷
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
孔
子
は
古
禮
な
ど
碌
に
知
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
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な
ら
ば
こ
の
章
は
、
何
を
意
味
す
る
た
め
に
論
語
に
収
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

私
は
こ
の
章
の
最
後
の
一
句
、「
是
禮
也
」
が
、

知
之
爲
知
之
、
不
知
爲
不
知
、
是
知
也
。（
為
政
第
二
、
一
七
）

の
最
後
の
一
句
と
同
じ
形
を
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
是
知
也
」
の
章
は
、「
学
習
」
と
い
う
自
己
言
及
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
こ
の
章
の
「
禮
」

に
対
す
る
論
理
は
、「
何
が
禮
で
、
何
が
非
禮
で
あ
る
か
を
事
ご
と
に
問
う
こ
と
、
こ
れ
が
禮
だ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

（
禮
／
非
禮
）
↓
禮

で
あ
り
、
こ
れ
は
「
知
」
と
同
じ
「
学
習
」
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
。

　

こ
の
章
の
場
面
で
、
孔
子
は
な
ぜ
「
事
毎
に
問
う
」
と
い
う
振
る
舞
い
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
或
ひ
と
」
の
言
う
よ
う
に
、
禮
の

教
師
と
い
う
触
れ
込
み
で
太
廟
に
現
れ
た
男
が
、
何
で
も
か
ん
で
も
質
問
し
て
い
れ
ば
、
こ
れ
は
イ
ン
チ
キ
臭
い
と
思
う
の
は
当
然
で
あ

る
。
孔
子
は
明
ら
か
に
太
廟
の
禮
を
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
知
っ
た
か
ぶ
り
を
せ
ず
に
、
無
知
を
隠
し
も
せ
ず
に
聞
い
て
回
る
と
い

う
姿
勢
は
、「（
禮
／
非
禮
）
↓
禮
」
と
い
う
信
念
、
す
な
わ
ち
、
何
が
禮
で
何
が
非
禮
か
を
常
に
探
求
す
る
態
度
が
す
な
わ
ち
禮
で
あ
る
、

と
い
う
信
念
を
背
景
と
す
れ
ば
、
不
思
議
で
も
何
で
も
な
い
。

　

身
分
の
低
い
、
田
舎
出
身
の
孔
子
は
、
太
廟
の
祭
禮
に
関
わ
る
と
い
う
栄
光
に
浴
し
、
憧
れ
の
周
公
の
禮
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
感
激

の
ま
ま
に
、
人
々
に
祭
禮
の
あ
り
方
を
聞
い
て
回
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
悪
口
を
言
わ
れ
て
い
る
と
教
え
ら
れ
て
、
孔
子
は
キ
ョ
ト
ン

と
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
の
ど
こ
が
恥
ず
か
し
い
と
い
う
の
だ
ろ
う
、
と
。
そ
し
て
相
手
の
言
い
た
か
っ
た
こ
と
を
理
解
し
て
か
ら
、「
是

禮
也
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
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孔
子
は
禮
の
中
身
は
さ
ほ
ど
問
題
に
し
な
い
。
宮
崎
（
一
九
七
四
、
一
六
八
〜
一
七
〇
頁
）
は
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
注
目
す

べ
き
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

孔
子
に
あ
っ
て
は
、
禮
が
大
切
な
の
は
そ
の
外
形
よ
り
も
寧
ろ
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
、
内
容
に
あ
っ
た
。
禮
の
精
神
に
お

い
て
は
和
が
大
な
る
位
置
を
占
め
て
い
る
。

そ
し
て
、「
い
ま
禮
の
外
形
を
從
来
の
ま
ま
禮
な
る
言
葉
を
用
い
、
禮
の
意
味
す
る
も
の
の
代
表
者
と
し
て
和
な
る
言
葉
を
用
い
て
兩
者

を
對
立
さ
せ
」
る
、
と
い
う
用
法
を
提
唱
す
る
。
こ
の
読
み
方
に
よ
り
、「
禮
之
用
和
爲
貴
」
と
い
う
言
葉
と
そ
の
章
（
学
而
第
一
、
一
二
）

の
意
味
を
明
快
に
理
解
し
て
み
せ
る
。

　

し
か
し
、
禮
の
外
形
は
良
い
と
し
て
、
そ
の
内
容
が
何
を
意
味
す
る
の
か
不
明
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
宮
崎
は
「
和
」
を
「
妥
協
性
」

と
訳
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
受
け
入
れ
が
た
い
。

　

私
は
、
禮
の
外
形
と
は
右
の
式
の
項
た
る
「
禮
」
で
あ
り
、
禮
の
内
容
と
は
、
こ
の
式
全
体
を
含
む
、
学
習
の
過
程
そ
の
も
の
で
あ
る
、

と
考
え
る
。

　

人
と
人
と
の
や
り
取
り
が
う
ま
く
い
く
た
め
に
は
、
実
に
見
え
な
い
よ
う
な
微
小
な
レ
ベ
ル
の
知
覚
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
調
整
が
不

可
欠
で
あ
る
。
た
と
え
ば
す
れ
違
い
ざ
ま
に
目
禮
す
る
と
い
う
禮
を
実
現
し
よ
う
す
れ
ば
、
視
線
を
相
手
に
合
わ
せ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
を
は

か
っ
て
、
適
切
な
瞬
間
に
適
切
な
角
度
で
頭
を
下
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
す
ぎ
た
り
遅
す
ぎ
た
り
、
お
じ
ぎ
が
深
す
ぎ
た

り
浅
す
ぎ
た
り
す
る
と
、
禮
は
ぎ
こ
ち
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
相
手
の
身
体
や
心
の
動
き
を
受
け
と
め
、
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
絶
妙
の

角
度
で
お
辞
儀
を
決
め
ら
れ
た
な
ら
、
相
手
も
同
じ
よ
う
に
美
し
く
頭
を
下
げ
る
。
こ
の
と
き
に
は
、
な
ん
の
命
令
も
、
な
ん
の
強
制
も

必
要
な
く
、
あ
な
た
は
誰
か
の
頭
を
思
い
通
り
に
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（Fingarette 1972, pp.8-9

）。
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こ
の
過
程
を
実
現
す
る
に
は
、
目
に
見
え
な
い
微
細
な
部
分
の
調
整
を
高
度
に
稼
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

難
し
さ
は
、
ま
さ
に
こ
の
微
細
な
部
分
に
あ
る
。

　

こ
の
場
合
、
禮
を
形
式
的
に
完
全
に
書
き
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
れ
ち
が
う
何
メ
ー
ト
ル
前
で
、
ど
の
よ
う
な
速
度
で
ど
の
よ
う

な
角
度
で
頭
を
下
げ
た
ら
良
い
か
、
と
い
う
外
形
的
な
規
定
を
設
け
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
お
辞
儀
を
し
て
も
、
決
し
て
う
ま
く
は
い
か
な

い
。
お
辞
儀
を
正
し
く
執
り
行
う
に
は
、
他
者
の
動
き
と
こ
ち
ら
の
動
き
の
双
方
を
取
り
込
ん
だ
、
高
次
の
回
路
を
形
成
し
、
そ
の
全
体

の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
う
ま
く
構
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
と
き
、
双
方
と
も
に
自
発
的
に
、
美
し
く
、
気
持
ち
よ
く
、
あ
い
さ
つ
を
か

わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
微
細
な
レ
ベ
ル
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
論
語
に
は
、
以
下
の
問
答
が
あ
る
。

子
夏
問
孝
、
子
曰
、
色
難
、
有
事
弟
子
服
其
勞
、
有
酒
食
先
生
饌
、
曾
是
以
爲
孝
乎
、（
爲
政
第
二
、
八
）

子し

夏か

、
孝
を
問
う
。
子
の
曰
わ
く
、
色い
ろ

難か
た

し
。
事
あ
れ
ば
弟て
い

子し

其
の
労
に
服
し
、
酒し
ゅ

食し

あ
れ
ば
先
生
に
饌せ
ん

す
。
曾す
な
わち
是こ

れ
以
て
孝
と

為な

さ
ん
や
。（
金
谷　

一
九
九
九
、
三
九
頁
）

金
谷
の
ほ
か
、
加
地
も
宮
崎
も
貝
塚
も
、「
色
」
を
新
注
に
従
っ
て
、
孝
行
す
る
側
の
表
情
や
雰
囲
気
と
見
て
い
る
が
、
馬
融
の
古
注
で
は
、

父
母
の
顔
色
に
よ
っ
て
そ
の
意
思
を
察
し
て
行
動
す
る
の
が
最
も
困
難
だ
、
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

私
は
、
二
者
択
一
の
問
題
で
は
な
い
と
考
え
る
。
父
母
の
表
情
も
、
子
供
の
表
情
も
大
切
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
色
難
し
」
と
は
、
微

細
な
レ
ベ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一
番
難
し
い
、
と
い
う
意
味
に
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
相
互
の
真
の
愛
情
が
な
け
れ

ば
、
微
細
な
表
情
を
読
み
取
る
こ
と
も
、
本
当
に
和
ら
い
だ
表
情
を
見
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
相
手
に
ふ
さ
わ
し
い
お
辞
儀
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
か
、
父
母
に
ど
の
よ
う
に
給
仕
す
れ
ば
良
い
か
、
と
い
う
日
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常
的
な
儀
禮
に
つ
い
て
さ
え
、
こ
の
よ
う
な
微
細
な
レ
ベ
ル
の
調
整
が
不
可
欠
で
あ
る
な
ら
、
周
公
を
祭
る
太
廟
の
祭
禮
を
行
う
に
は
、

同
じ
よ
う
に
微
細
な
レ
ベ
ル
に
お
け
る
調
整
を
延
々
と
繰
り
広
げ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
孔
子
が
人
々
に
話
を
聞
い

て
回
っ
た
の
は
、
禮
の
本
質
に
関
わ
る
、
重
要
な
行
為
で
あ
っ
た
。

　

禮
の
細
目
に
精
通
す
る
太
廟
の
人
々
が
、
手
ぐ
す
ね
引
い
て
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
禮
の
教
師
と
名
高
い
田
舎
者
の
孔
子
が
そ
こ
に

登
場
す
る
、
と
い
う
の
は
緊
迫
し
た
場
面
で
あ
る
。
相
互
に
、
相
手
の
間
違
い
を
慇
懃
無
禮
に
指
摘
し
、
自
分
の
知
識
を
ひ
け
ら
か
す
、

と
い
う
戦
い
の
場
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
孔
子
は
事
毎
に
質
問
し
て
自
ら
の
無
知
を
曝
け
出
し
、
相
手
に
知
識
を
ひ
け
ら
か
す
機
会
を
与
え
続
け
る
。
こ
の
意
外
な

戦
術
は
面
白
い
。
そ
し
て
そ
の
背
景
に
、
上
の
よ
う
な
禮
に
つ
い
て
の
学
習
思
想
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
章
は
論
語
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の

ひ
と
つ
だ
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

さ
て
、「
知
」
と
「
禮
」
と
が
同
じ
学
習
の
構
造
を
持
つ
な
ら
ば
、
最
高
徳
目
た
る
「
仁
」
も
そ
う
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
考
え

が
頭
を
も
た
げ
る
。
ま
ず
は
試
し
に
「
知
」
や
「
禮
」
と
同
じ
式
を
「
仁
」
に
つ
い
て
描
い
て
み
よ
う
。

（
仁
／
不
仁
）
↓
仁

左
辺
の
（　

）
内
は
、
仁
た
る
状
態
と
不
仁
た
る
状
態
の
間
を
峻
別
す
る
行
為
を
意
味
す
る
。
こ
の
と
き
右
辺
の
仁
が
変
化
し
、
そ
れ
が

左
辺
の
仁
と
不
仁
の
境
界
を
書
き
換
え
る
。
そ
う
い
う
動
的
な
過
程
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
書
い
た
な
ら
、
カ
ッ
コ
の
中
の
「
仁
」
は
書
き
下
し
可
能
な
徳
目
と
な
る
。
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
そ
の
瞬
間
の
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
「
仁
／
不
仁
」
と
い
う
区
別
を
用
い
て
世
界
に
対
応
す
る
と
い
う
操
作
を
行
う
た
び
に
、
そ
の
内
容
を
解
釈
す
る
「
私
」

が
変
化
す
る
と
い
う
運
命
を
負
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
獲
得
し
た
と
き
、
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
学
習
過
程
の
全
体
を
構
成
し
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得
た
と
き
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
「
仁
」
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
次
の
章
を
す
ん
な
り
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

子
曰
、
仁
遠
乎
哉
。
我
欲
仁
、
斯
仁
至
矣
。（
述
而
第
七
、
二
九
）

子し

曰い
わ

く
、
仁じ
ん

遠と
お

か
ら
ん
や
。
我わ
れ

仁
を
欲ほ
っ

す
れ
ば
、
斯す
な
わち
仁
至い
た

る
。

こ
の
章
も
、
謎
め
い
て
い
る
。
仁
と
い
う
儒
教
最
高
の
徳
目
に
到
達
す
る
の
に
、
い
ま
自
分
が
仁
を
行
お
う
思
え
ば
、
す
ぐ
に
仁
に
至
る

と
い
う
。
そ
れ
で
は
入
門
者
用
の
初
歩
の
徳
目
が
、
最
高
徳
目
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
で
は
儒
家
が
弟
子
を
と
っ
て

教
え
る
、
と
い
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

し
か
し
「
仁
」
を
学
習
過
程
と
し
て
理
解
す
れ
ば
、
こ
の
章
を
理
解
す
る
の
は
難
し
く
な
い
。
己
の
魂
の
動
き
の
、
仁
な
る
も
の
と
、

不
仁
な
る
も
の
を
峻
別
す
る
、
そ
の
峻
別
が
で
き
た
と
き
、
己
の
不
仁
を
改
め
る
回
路
が
作
動
し
始
め
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
新
た
に
仁

と
は
な
に
か
と
い
う
問
い
が
作
動
す
る
。
こ
の
過
程
が
す
な
わ
ち
仁
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
仁
を
欲
す
れ
ば
、
則
ち
仁
こ
こ
に
至
る
。

　

こ
れ
と
同
様
の
こ
と
は
、
子
罕
第
九
の
十
九
で
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
努
力
を
や
め
て
し
ま
え
ば
、
も
う
少
し
で
完
成
す
る

と
こ
ろ
で
も
や
め
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
や
り
始
め
た
ば
か
り
で
も
、
努
力
を
始
め
れ
ば
そ
れ
で
進
ん
で
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
、
と
い
う
教
え
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

い
ま
、
魂
の
状
態
が
正
し
く
な
い
状
態
に
あ
る
と
し
よ
う
。
そ
の
と
き
、
仁
に
志
し
て
、
学
習
回
路
を
構
成
し
え
た
と
す
る
。
し
か
し

こ
の
段
階
で
は
仁
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
自
分
の
魂
の
な
か
の
、
仁
だ
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
と
、
不

仁
だ
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
、
と
り
あ
え
ず
峻
別
で
き
れ
ば
、
不
仁
を
解
消
す
る
た
め
の
探
求
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
探
求

に
よ
っ
て
、
仁
に
つ
い
て
の
自
分
の
見
方
も
深
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
新
た
に
、
仁
／
不
仁
の
峻
別
を
行
い
、
仁
に
つ
い
て
の
感
覚
を
修
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正
す
る
、
と
い
う
学
習
回
路
を
作
動
さ
せ
つ
づ
け
る
こ
と
で
、
己
の
魂
の
状
態
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
論
語
の
仁
に
対
す
る
態
度
は

こ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
は
「
目
指
す
こ
と
（aim

ing

）」
に
失
敗
が
あ
り
え
な
い
よ
う
に
、「
仁
」
は
「
関
心
の
形
（form

 of concern

）」

な
の
で
失
敗
が
あ
り
え
な
い
の
だ
、
と
指
摘
し
て
い
る
（Fingarette, 1972, p.152

）。

　

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
子
路
に
対
し
て
「
知
」
と
い
う
探
求
の
回
路
を
起
動
さ
せ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
の
と
、
同
じ
構
造
に
な
っ
て

い
る
。
と
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
論
語
に
あ
っ
て
も
良
い
よ
う
に
思
う
。

子
曰
、
仁
爲
仁
、
不
仁
爲
不
仁
、
是
仁
也
。（
仁
爲
二
十
一
、
一
）

こ
の
よ
う
な
言
葉
は
実
際
に
は
論
語
に
見
ら
れ
な
い
が
、
次
の
章
を
見
る
と
こ
の
よ
う
な
見
方
が
論
語
の
背
後
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

子
曰
、
我
未
見
好
仁
者
惡
不
仁
者
、
好
仁
者
無
以
尙
之
、
惡
不
仁
者
其
爲
仁
矣
、
不
使
不
仁
者
加
乎
其
身
、
有
能
一
日
用
其
力
於
仁

矣
乎
、
我
未
見
力
不
足
者
、
Ю
有
之
乎
、
我
未
之
見
也
、（
里
仁
第
四
、
六
）

　

貝
塚
（
一
九
七
二
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
章
は
「『
論
語
』
の
な
か
の
も
っ
と
も
難
解
な
文
章
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
古
今
の
注
釈
の

ど
れ
も
明
快
を
欠
い
て
い
る
。」
と
い
う
。
そ
う
い
う
貝
塚
自
身
は
、
字
を
訂
正
す
る
と
い
う
手
術
を
施
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
読
み

は
余
計
に
納
得
で
き
か
ね
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

管
見
の
限
り
、
こ
の
章
の
読
み
で
最
も
素
直
な
の
は
金
谷
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
ま
ず
、
そ
の
読
み
下
し
を
示
そ
う
。

子
の
曰の
た
まわ
く
、
我
未い
ま

だ
仁
を
好
む
者
、
不
仁
を
悪に
く

む
者
を
見
ず
。
仁
を
好
む
者
は
、
以
て
こ
れ
に
尚く
わ

う
る
こ
と
無
し
。
不
仁
を
悪に
く

む

者
は
、
其
れ
仁
を
為な

す
、
不
仁
者
を
し
て
そ
の
身
に
加
え
し
め
ず
。
能
く
一
日
も
其
の
力
を
仁
に
用
い
る
こ
と
有
ら
ん
か
、
我
れ
未

だ
力
の
足
ら
ざ
る
者
を
見
ず
。
蓋け
だ

し
こ
れ
有
ら
ん
、
我
れ
未
だ
こ
れ
を
見
ざ
る
な
り
。（
金
谷　

一
九
九
九
、
七
二
〜
三
頁
）
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金
谷
の
解
釈
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

先
生
が
い
わ
れ
た
、「
わ
た
く
し
は
、
ま
だ
仁
を
好
む
人
も
不
仁
を
憎
む
人
も
見
た
こ
と
が
な
い
。
仁
を
好
む
人
は
も
う
そ
れ
以
上

の
こ
と
は
な
い
し
、
不
仁
を
憎
む
人
も
や
は
り
仁
を
行
な
っ
て
い
る
、
不
仁
の
人
を
わ
が
身
に
影
響
さ
せ
な
い
か
ら
だ
。
も
し
よ
く

一
日
の
あ
い
だ
で
も
、
そ
の
力
を
仁
の
た
め
に
尽
く
す
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
ご
ら
ん
、
力
の
足
り
な
い
も
の
な
ど
、
わ
た
く
し
は

見
た
こ
と
が
な
い
。
あ
る
い
は
〔
そ
う
し
た
人
も
〕
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
・
・
・
・
・
・
、
わ
た
く
し
は
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い

の
だ
。」

　

こ
の
章
で
ま
ず
問
題
な
の
は
、「
仁
を
好
む
人
も
不
仁
を
憎
む
人
も
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、「
仁
を
好
む
人
」
や

「
不
仁
を
憎
む
人
」
に
つ
い
て
延
々
と
講
釈
す
る
と
い
う
事
態
が
奇
妙
な
点
で
あ
る
。
し
か
も
そ
こ
を
我
慢
し
た
と
し
て
も
、
全
体
と
し

て
見
た
場
合
、
や
は
り
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

こ
の
章
は
、
学
習
と
い
う
考
え
方
を
念
頭
に
置
い
て
読
む
と
、
も
っ
と
明
快
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
、「
我
未
見
好
仁
者
悪
不
仁
者
」
を
一
続
き
で
読
ま
ず
、「
我
未
見
好
仁
者
。」
で
切
る
。
す
る
と
そ
の
読
み
は
、「
我
い
ま
だ
仁
を

好
む
者
を
見
ず
。」
と
な
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
次
の
四
文
字
「
悪
不
仁
者
」
が
浮
い
て
し
ま
う
が
、
こ
れ
は
「（
見
た
こ
と
が
あ
る
の
は
）
不
仁
を
憎
む
者
だ
」
と
読

む
べ
き
だ
と
考
え
る
。
あ
る
い
は
こ
の
四
文
字
の
前
に
あ
っ
た
「
見
」
が
落
ち
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

つ
ま
り
、
仁
を
好
む
人
、
と
い
う
の
は
見
た
こ
と
が
な
い
が
、
不
仁
を
憎
む
人
な
ら
、
見
た
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
考
え
て
み
れ
ば
、
自
然
な
考
え
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
自
分
が
汚
い
行
為
を
し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
そ
れ
を
恥
じ
る
の
は
自
然
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
感
情
を
抱
く
人
は
何
か
し
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ら
の
高
潔
さ
を
維
持
し
て
い
る
。
逆
に
、
自
分
が
な
に
か
良
い
行
為
を
し
た
と
き
に
「
自
分
を
誉
め
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
感
情
を
抱
く

の
は
不
自
然
で
あ
り
、
ナ
ル
シ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
。
た
と
え
そ
の
行
い
が
高
潔
で
あ
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
こ
の
よ
う
な
感
情
は
高
潔

で
は
な
い
。

　

仁
と
い
う
よ
う
な
状
態
に
自
分
が
あ
る
と
き
、
そ
れ
は
好
悪
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。「
仁
者
は
仁
に
安
ん
ず
（
里
仁

第
四
、
二
）」
と
い
う
よ
う
に
、
あ
る
い
は
「
仁
に
里お

る
を
美よ

し
と
為
す
（
里
仁
第
四
、
一
）」
と
い
う
よ
う
に
、
安
心
や
充
実
感
を
以
っ

て
受
け
と
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
陽
貨
第
十
七
の
七
に
も
「
好
仁
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
「
仁
を
好
み
て
学
を
好
ま
ざ
れ
ば
、
そ
の
蔽
や
愚
。」
と
、

「
好
仁
」
に
対
し
て
必
ず
し
も
肯
定
的
で
は
な
い
。

　

さ
て
、「
我
未
見
好
仁
者
」
と
い
う
句
を
、「
仁
を
好
む
者
な
ど
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
読
ん
で
、「
好
仁
」
と
い
う
概
念
に
対
す

る
批
判
だ
と
解
釈
す
る
と
、
次
の
「
好
仁
者
無
以
尙
之
」
を
理
解
し
や
す
く
な
る
。「
仁
を
好
む
者
は
、
以
て
こ
れ
に
尚く
わ

う
る
こ
と
無
し
。」

と
は
、
自
分
の
な
か
の
仁
た
る
も
の
を
好
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
別
に
自
分
に
何
か
が
加
わ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
解
釈
で
き
る
。

　

中
庸
を
目
指
す
学
習
の
回
路
は
、
正
し
い
状
態
に
あ
れ
ば
積
極
的
に
は
何
も
せ
ず
、
正
し
い
状
態
か
ら
外
れ
た
時
に
自
分
を
作
り
変
え

る
。
正
し
い
状
態
に
あ
る
こ
と
を
好
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
別
に
何
か
が
起
き
る
わ
け
で
も
な
い
。
こ
の
句
は
、「
好
仁
」
と
い
う
概
念
を
、

意
味
の
無
い
も
の
と
批
判
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
自
分
が
仁
か
ら
外
れ
て
い
る
、
と
認
識
し
、
そ
れ
を
悪
む
と
き
に
は
、
学
習
回
路
が
正
し
く
作
動
し
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
。

　
「
惡
不
仁
者
其
爲
仁
矣
」
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つ
ま
り
「
不
仁
を
悪に
く

む
者
は
、
其
れ
仁
を
為な

す
」
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
、
こ
れ
こ
そ
が
仁
だ
、
と
肯
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
不
仁
な

る
も
の
か
ら
離
れ
、
自
分
の
あ
り
方
を
改
め
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
仁
な
の
だ
。「
其
」
と
「
矣
」
と
い
う
二
つ
の
字
は
、「
惡
不

仁
」
こ
そ
が
「
爲
仁
」
な
の
だ
、
と
い
う
強
調
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
「
知
」
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
知
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
、
と
認
識
す
る
だ
け
で
は
、
別
に
知
識
は
増
え
な
い
。

ま
さ
に
「
以
て
こ
れ
に
尚く
わ

う
る
こ
と
無
し
」
で
あ
る
。
し
か
し
知
ら
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
探
求
が
始
ま
る
。「
是

知
也
」
で
あ
る
。

　

そ
こ
か
ら
あ
と
の
「
不
仁
者
を
し
て
そ
の
身
に
加
え
し
め
ず
。
能
く
一
日
も
其
の
力
を
仁
に
用
い
る
こ
と
有
ら
ん
か
、
我
未
だ
力
の
足

ら
ざ
る
者
を
見
ず
。
蓋け
だ

し
こ
れ
有
ら
ん
、
我
れ
未
だ
こ
れ
を
見
ざ
る
な
り
。」
は
、
金
谷
の
解
釈
に
従
え
ば
よ
い
。
な
お
、
仁
は
、
や
っ

て
み
れ
ば
力
不
足
と
い
う
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
主
張
は
、「
我
仁
を
欲
す
れ
ば
、
斯す
な
わち
仁
至い
た

る
。」
と
い
う
主
張
と
響
き
あ
っ
て
い
る
。

　

念
の
た
め
、
こ
の
章
の
私
の
解
釈
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

先
生
は
言
わ
れ
た
。
私
は
、
仁
を
好
む
者
な
ど
見
た
こ
と
が
な
い
。
見
た
こ
と
が
あ
る
の
は
、
不
仁
を
憎
む
者
だ
。
仁
な
る
も
の
を

好
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
得
る
も
の
は
何
も
な
い
。
不
仁
な
る
も
の
を
憎
む
こ
と
が
仁
を
為
す
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
う
す
る
こ
と
で
不
仁

な
る
も
の
が
己
に
加
わ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
一
日
で
も
そ
の
力
を
仁
に
尽
し
得
る
者
が
あ
る
と
し
よ
う
。
や
っ
て
み
た

が
力
が
足
り
な
か
っ
た
、
と
い
う
者
を
私
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
も
し
か
し
た
ら
そ
う
い
う
者
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
そ

の
よ
う
な
者
を
見
た
こ
と
が
な
い
。

　

島
田
虔
次
（
一
九
六
七
、
四
六
〜
四
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
宋
学
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
る
程
明
道
は
、「
不
仁
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
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医
書
に
手
足
の
麻
痺
し
た
症
状
を
名
づ
け
て
「
不
仁
」
と
よ
ん
で
い
る
の
は
、
表
現
し
得
て
妙
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。（『
近
思
録
』

一
）

な
ぜ
な
ら
、

そ
の
場
合
、
じ
ぶ
ん
自
身
の
四
肢
に
お
け
る
痛
痒
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
自
己
の
痛
痒
と
し
て
感
覚
し
え
ず
、
自
己
の
心
に
対
し

て
な
ん
ら
の
作
用
も
及
ぼ
し
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
の
だ
か
ら
で
あ
る
。（『
程
氏
遺
書
』
四
）

程
明
道
は
こ
れ
を
「
万
物
一
体
の
仁
」
と
い
う
異
な
っ
た
文
脈
で
用
い
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
医
書
の
「
不
仁
」
の
用
法
は
、
私
の
考
え

と
本
質
的
な
つ
な
が
り
を
持
つ
。
精
神
の
麻
痺
に
よ
っ
て
自
分
の
感
覚
を
裏
切
り
、
外
部
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
た
も
の
を
自
分
の
感
覚
だ

と
思
い
込
ん
で
い
る
状
態
こ
そ
が
、
不
仁
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
学
習
過
程
が
作
動
し
え
な
い
。

　

禮
と
仁
と
が
同
じ
学
習
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
両
者
は
密
接
な
関
係
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
孔
子
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

子
曰
、
人
而
不
仁
、
如
禮
何
。（
八は
ち
い
つ佾
第
三
、
三
）

子し

曰い
わ

く
、
人ひ
と

に
し
て
不ふ

仁じ
ん

な
ら
ば
、
礼れ
い

を
如い
か

何ん

せ
ん
。

仁
の
回
路
が
適
切
に
作
動
し
て
い
な
い
人
が
い
る
と
、
そ
の
人
が
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ
う
と
し
て
も
、
そ
こ
に
禮
の
回

路
が
作
動
し
な
い
た
め
、
調
和
を
作
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
知
」「
禮
」「
仁
」
と
い
う
論
語
の
基
礎
概
念
が
、
学
習
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
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第
四
節　

フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
の
思
索

　

哲
学
者
の
ハ
ー
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
は
、
論
語
を
深
く
考
察
し
た
著
作
（Fingarette 1972

）
の
第
二
章
で
、
西
洋
文
明
に
お

い
て
人
間
に
と
っ
て
本
質
的
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
選
択
」
と
い
う
概
念
が
孔
子
に
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
同
等
な
選
択
肢

が
人
間
に
与
え
ら
れ
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
主
体
的
に
選
ぶ
、
と
い
う
考
え
が
な
い
。

　

そ
の
か
わ
り
人
間
に
は
従
う
べ
き
分
岐
な
き
「
道
」
が
あ
る
。
良
い
選
択
と
悪
い
選
択
と
い
う
概
念
は
な
く
、
道
に
従
う
か
、
そ
こ
か

ら
外
れ
る
か
し
か
な
い
。
悪
い
結
果
が
生
じ
る
と
す
れ
ば
、
学
が
足
り
ず
、
惑
っ
て
道
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
、
と
考
え
る
。

　

フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
は
更
に
、
孔
子
が
罪
悪
感
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
を
見
出
し
た
。
罪
悪
感
と
は
、
自
分
の
行
な
い
が
外
的

規
範
か
ら
外
れ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
感
情
で
あ
る
。

　

フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
西
洋
文
明
の
基
本
的
な
秩
序
観
の
前
提
は
、
選
択
と
責
任
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
人
間
は
常
に
選
択
肢

に
直
面
し
て
お
り
、
主
体
的
意
思
決
定
に
よ
っ
て
い
ず
れ
か
を
選
択
し
、
そ
れ
が
規
範
か
ら
外
れ
る
と
罪
悪
感
を
覚
え
る
。
選
択
を
規
範

に
合
致
さ
せ
る
の
が
各
人
の
負
う
べ
き
責
任
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
自
由
と
は
、
す
べ
て
の
選
択
肢
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
な
ら
責
任
は
生
じ
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
孔
子
が
認
め
る
の
は
恥
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
恥
と
は
、
道
に
沿
っ
て
い
な
い
と
き
に
覚
え
る
感
情
で
あ
る
。
そ
れ
は

外
的
規
範
に
沿
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
は
同
書
第
三
章
で
、「
仁
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
も
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
は
、
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知
者
不
惑
、
仁
者
不
憂
、
勇
者
不
懼
（
子
罕
第
九
、
二
九
）

お
よ
び
、

仁
者
不
憂
、
知
者
不
惑
、
勇
者
不
懼
（
憲
問
第
十
四
、
二
八
）

と
論
語
に
二
度
出
て
く
る
三
つ
の
句
に
注
目
し
た
。

　

ま
ず
明
ら
か
に
「
勇
者
は
懼お
そ

れ
ず
」
と
い
う
言
葉
は
、
同
義
反
復
に
近
い
。「
知
者
は
惑
わ
ず
」
も
惑
い
の
な
い
状
態
が
知
で
あ
る
か
ら
、

同
義
反
復
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

「
仁
＝
不
憂
」

と
い
う
図
式
が
、
古
代
の
人
に
は
同
義
反
復
に
見
え
て
い
た
に
違
い
な
い
、
と
フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
は
主
張
す
る
。
す
る
と
、「
憂
」
の
意

味
が
わ
か
れ
ば
、
そ
の
否
定
と
し
て
「
仁
」
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
は
、「
憂
」
と
い
う
言
葉
が
、
自
分
の
内
面
の
状
態
の
み
を
指
す
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
を
喚
起
す
る
。
確
か
に
、

「
憂
い
が
あ
る
」
と
い
う
と
き
の
「
憂
い
」
は
、
内
面
の
苦
悩
と
と
も
に
、
そ
の
苦
悩
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
外
部
の
問
題
を
も
指
す
。

　

こ
の
「
憂
」
の
否
定
と
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
自
分
と
周
囲
が
正
し
く
構
成
さ
れ
て
、
内
に
も
外
に
も
憂
い
が
な
い
状
態
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
が
「
仁
」
で
あ
る
。

　

仁
者
が
、
憂
い
が
な
い
状
態
を
実
現
で
き
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
は
こ
の
問
題
に
は
答
え
て
い
な
い
。

　

私
は
、
仁
者
が
周
囲
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
正
し
く
統
御
し
、
学
習
過
程
の
作
動
を
常
に
活
性
化
さ
せ
て
い
る
か
ら
だ
、
と
解
釈

す
る
。
こ
う
し
て
、
仁
が
漲
っ
て
い
る
と
き
、
人
々
は
自
分
の
感
覚
を
正
し
く
働
か
せ
て
、
学
習
回
路
を
作
動
さ
せ
、
ス
ム
ー
ズ
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
人
々
が
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
と
き
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
「
禮
」
に
か
な
っ
て
い
る
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に
違
い
な
い
。

　

さ
て
、
フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
は
右
に
述
べ
た
よ
う
な
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
鋭
い
思
索
を
展
開
す
る
が
、
実
は
同
時
に
、
大
き
な
誤
り
を

犯
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、「
共
同
体
（com

m
unity

）」
と
い
う
概
念
に
安
易
に
依
存
す
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
共
同
体
を
作
り
出
し
統
合
す
る
力
を
儀

礼
に
見
出
し
、
人
間
は
こ
の
聖
な
る
儀
礼
に
参
加
す
る
と
き
「
聖
な
る
器
」
と
し
て
尊
厳
を
獲
得
し
う
る
と
考
え
る
。
個
人
の
内
面
に
や

た
ら
と
重
点
を
置
く
西
洋
文
明
の
前
提
に
対
置
す
べ
く
、
孔
子
の
思
想
に
お
い
て
は
個
人
の
内
面
／
外
面
と
い
う
分
断
が
な
い
こ
と
を
示

し
た
上
で
、
自
己
の
帰
属
す
る
共
同
体
へ
の
帰
一
と
い
う
考
え
を
捏
造
す
る
。
こ
の
結
果
、

正
し
く
統
治
す
る
も
の
に
対
し
て
忠
実
で
あ
り
、
そ
の
統
治
者
に
奉
仕
し
、
そ
れ
ゆ
え
人
間
の
共
同
体
に
奉
仕
す
る
こ
と
、
し
か
も

そ
れ
を
心
底
か
ら
為
す
こ
と
、
こ
れ
は
真
に
自
ら
共
同
体
の
一
員
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

と
い
う
結
論
を
導
き
出
す
。

　

こ
の
結
論
を
導
く
た
め
に
、
フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
は
、「
忠
」
の
意
味
を
「
自
分
に
忠
実
（true to oneself

）」
と
訳
す
立
場
を
、
西
洋

文
明
や
仏
教
の
徳
の
観
念
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
い
る
と
批
判
し
、「
忠
誠
（loyalty

）」
と
解
釈
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
（
同
書
第
三
章
註
八
）。

フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
は
、
論
語
の
な
か
に
前
者
の
解
釈
を
指
示
す
る
手
が
か
り
は
な
い
、
と
す
る
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
問
答
は
、
フ
ィ

ン
ガ
レ
ッ
ト
の
主
張
に
対
す
る
反
証
に
な
ろ
う
。

子
路
、
君
に
事
え
ん
こ
と
を
問
う
。
欺あ
ざ
むく
な
か
れ
。
而し
か

し
て
之
を
犯
せ
。（
憲
問
十
四
、
二
二
）

直
接
に
は
「
忠
」
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
忠
で
あ
る
。
忠
をtrue to oneself

と
西
洋
風
に
解
釈
す
る

の
は
確
か
に
間
違
い
で
あ
る
が
、
さ
り
と
て
君
主
へ
のloyalty

と
訳
す
の
も
間
違
い
で
あ
る
。
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「
共
同
体
（com

m
unity

）」
を
持
ち
出
す
議
論
は
、
フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
自
身
の
主
張
と
も
矛
盾
す
る
側
面
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
フ
ィ

ン
ガ
レ
ッ
ト
は
、
春
秋
戦
国
と
い
う
、
共
同
体
が
崩
壊
し
て
、
巨
大
な
帝
国
に
統
合
さ
れ
て
い
く
時
代
の
思
想
家
と
し
て
孔
子
を
描
い
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

個
人
同
士
の
つ
な
が
り
の
あ
る
と
こ
ろ
に
共
同
体com

m
unity

を
想
定
し
て
し
ま
う
の
は
、
西
洋
文
明
の
隠
れ
た
も
う
一
つ
の
思
い

込
み
に
過
ぎ
な
い
。
た
と
え
ば
、

天
下
之
無
道
也
久
矣
、
天
將
以
夫
子
爲
木
鐸
（
八は
ち
い
つ佾
第
三
、
二
四
）

こ
こ
に
い
う
「
天
下
」
が
そ
の
よ
う
な
共
同
体com

m
unity

で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
天
が
孔
子
に
与
え
た
木
鐸
と
し
て
の

役
割
は
、
天
下
を
仁
に
帰
せ
し
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
仁
者
に
よ
る
呪
縛
な
き
秩
序
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
共
同
体
へ

の
帰
属
意
識
の
形
成
に
よ
っ
て
秩
序
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
五
節　

学
習
過
程
を
守
り
抜
く
決
意

　

本
節
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
立
場
か
ら
、
論
語
の
秩
序
観
に
つ
い
て
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
と
比
較
し
つ
つ
、
一
つ
の
描
像
を
示

し
て
お
き
た
い
。

　

人
が
「
忠
恕
」
の
状
態
に
あ
る
と
き
、
そ
こ
に
た
ど
る
べ
き
「
道
」
が
見
え
る
。
こ
の
道
は
分
岐
な
き
一
本
の
道
で
あ
る
。
こ
の
道
が

は
っ
き
り
と
見
え
な
い
の
が
「
惑
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
こ
の
惑
い
が
な
く
、
道
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
い
る
状
態
が
「
知
」
で
あ
る
。

道
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
い
れ
ば
、
そ
こ
を
歩
け
ば
良
い
の
で
あ
る
か
ら
、
何
も
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
恐
れ
ぬ
心
が
「
勇
」
で
あ
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る
。

　

ガ
ン
デ
ィ
ー
の
次
の
言
葉
は
、
論
語
の
「
道
」
と
「
知
」
に
つ
い
て
の
思
想
と
深
く
共
鳴
し
て
い
る
。

わ
た
し
た
ち
の
道
は
、
目
を
閉
じ
た
ま
ま
で
も
、
歩
い
て
行
け
る
ま
っ
す
ぐ
な
道
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
サ
ー
テ
ィ
ヤ
ー
グ
ラ
ハ
の
美

し
さ
で
す
。（
ガ
ン
デ
ィ
ー　

一
九
九
七
、
第
二
巻
六
二
頁
）

人
々
が
こ
の
ま
っ
す
ぐ
な
「
道
」
を
歩
む
と
き
、
社
会
に
秩
序
が
も
た
ら
さ
れ
る
、
と
い
う
の
が
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
、
ま
た
論
語
の
立
場
で

あ
る
。

　

論
語
の
秩
序
観
を
最
も
端
的
に
示
す
言
葉
は
「
和
」
で
あ
る
。

礼
の
用よ
う

は
、
和わ

も
て
貴た
っ
とし
と
為な

す
（
学
而
第
一
、
一
二
。）

こ
の
言
葉
は
、「
禮
」
を
実
現
す
る
に
は
、「
和
」
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
そ
の
和
は
、
小
人
で
は
な
く
君
子
の
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

子し

曰い
わ

く
、
君く
ん

子し

は
和わ

し
て
同ど
う

ぜ
ず
、
小し
ょ
う
じ
ん人は
同
じ
て
和
せ
ず
。（
子
路
第
十
三
、
二
三
。）

こ
こ
に
言
う
、「
同
」
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
自
ら
の
「
童
心
」
に
反
し
た
「
仮
」
を
他
人
か
ら
甘
ん
じ
て
押
し
付
け
ら
れ
、

そ
の
「
仮
」
と
同
じ
も
の
を
他
人
に
押
し
付
け
る
こ
と
で
、「
合
意
形
成
」
を
し
て
い
る
、
そ
う
い
う
状
態
で
は
な
か
ろ
う
か
。
怨
み
を

匿
し
た
小
人
同
士
の
「
同
」
の
な
か
で
、
表
面
的
な
禮
儀
作
法
を
い
く
ら
や
っ
て
も
、「
禮
」
は
実
現
さ
れ
な
い
。
仁
の
力
に
よ
り
、
人
々

の
学
習
過
程
が
作
動
す
る
と
き
、
真
の
秩
序
が
達
成
さ
れ
る
。

　

こ
こ
に
、
Ａ
と
Ｂ
と
い
う
二
人
の
個
人
が
い
る
と
し
よ
う
。
二
人
が
相
互
に
学
習
過
程
を
作
動
さ
せ
て
お
り
、「
仁
」
の
状
態
に
あ
る

な
ら
、
Ａ
の
投
げ
か
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
Ｂ
は
心
か
ら
受
け
て
と
め
て
自
己
を
変
革
し
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
Ａ
に
返
し
、
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Ａ
も
ま
た
同
じ
こ
と
を
す
る
。
こ
の
と
き
両
者
の
間
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
交
換
は
「
禮
」
に
か
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
と
き
Ａ
と
Ｂ
が

そ
れ
ぞ
れ
に
抱
い
て
い
る
意
味
は
、
常
に
互
い
に
異
な
っ
た
ま
ま
で
推
移
す
る
。
こ
う
し
た
相
互
の
違
い
を
維
持
し
た
ま
ま
の
動
的
な
調

和
を
「
和
」
と
い
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｂ
が
「
不
仁
」
の
状
態
に
あ
る
と
し
よ
う
。
す
る
と
、
Ａ
の
投
げ
か
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
Ｂ
が
表
面
的
に
の
み
受
け

取
り
、
学
習
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
で
い
て
学
習
の
フ
リ
だ
け
を
し
て
適
当
に
Ｂ
に
返
す
。
Ａ
は
そ
れ
を
真
剣
に
受
け
取
っ
て
学
習
し
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
返
す
の
だ
が
、
そ
れ
を
Ｂ
は
ま
た
適
当
に
受
け
取
っ
て
返
す
。
こ
う
い
う
こ
と
を
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
Ａ
は
Ｂ
に
つ
い
て

の
適
切
な
像
を
描
け
な
く
な
り
、
自
分
の
学
習
過
程
へ
の
信
頼
を
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
Ａ
も
ま
た
学
習
過
程
を
停
止
し
、「
不

仁
」
の
状
態
に
陥
る
。
こ
の
と
き
、
Ｂ
は
Ａ
に
対
し
て
自
分
の
都
合
の
よ
い
「
仮
」
を
押
し
付
け
る
。
こ
れ
が
「
同
」
で
あ
る
。
こ
の
両

者
の
や
り
と
り
は
、
表
面
上
、
ど
ん
な
に
礼
儀
作
法
を
守
っ
た
と
し
て
も
「
非
禮
」
で
あ
る
。（
安
冨
・
本
條　

二
〇
〇
七
、
一
七
〜
二

二
頁
を
参
照
）

　

な
お
、
金
谷
（
一
九
九
〇
、
一
九
九
頁
）
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、『
春
秋
左
氏
伝
』（
昭
公
二
十
年
）
に
「
和
」
と
「
同
」
の
違
い
に
つ
い

て
の
解
説
が
あ
る
。
和
は
、
辛
・
酸
・
甘
・
鹹
・
苦く

の
五
味
を
ま
ぜ
て
調
味
す
る
よ
う
に
、
異
類
を
ま
じ
え
て
調
和
す
る
こ
と
、
同
は
一

味
だ
け
が
集
ま
る
こ
と
、
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
多
様
性
を
維
持
し
た
ま
ま
の
動
的
調
和
を
生
み
出
す
た
め
に
は
各
人
が
自
分
の

感
覚
を
信
じ
、
そ
れ
に
従
う
「
忠
恕
」
の
状
態
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

人
が
本
来
の
感
覚
に
従
う
と
き
に
そ
こ
に
秩
序
が
生
じ
る
、
と
い
う
考
え
は
、
性
善
説
で
は
な
い
。
論
語
の
思
想
は
性
善
説
に
基
づ
か

な
い
、
と
私
は
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
人
間
は
善
な
る
も
の
に
も
悪
な
る
も
の
に
も
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
悪
な
る
も
の
と
は
、
学
習
回

路
を
作
動
さ
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
善
な
る
も
の
と
は
、
学
習
回
路
を
正
し
く
作
動
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
人
間
は
学
習
過
程
を
作
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動
さ
せ
る
こ
と
も
、
停
止
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
性
は
善
で
も
悪
で
も
あ
る
。
学
習
過
程
の
作
動
を
守
り
抜
く
覚
悟
が
「
仁
」
で
あ

り
、
秩
序
化
の
鍵
は
そ
こ
に
あ
る
。

子
曰
、
茍
志
於
仁
矣
、
無
悪
也
。（
里
仁
第
四
、
四
）

子し

曰い
わ

く
、
苟ま
こ
とに
仁じ
ん

に
志
こ
こ
ろ
ざさ
ば
、
惡
無な

き
な
り
。

こ
の
章
も
読
み
に
諸
説
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
私
の
解
釈
で
は
迷
う
こ
と
は
な
い
。
仁
に
志
す
と
は
、
命
に
代
え
て
も
学
習
過
程
を
守
る
こ

と
で
あ
る
（
衛
霊
公
十
五
の
九
、
後
述
）。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
学
習
過
程
の
停
止
た
る
「
悪
」
に
は
な
り
よ
う
が
な
い
。

　

私
は
こ
の
よ
う
な
学
習
過
程
の
停
止
を
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
呼
ん
だ
（
安
冨　

二
〇
〇
六
、
安
冨
・
本
條　

二
〇
〇
七
）。
人
間
の

心
を
め
ぐ
っ
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
悪
魔
と
、
学
習
の
天
使
が
争
っ
て
い
る
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
吸
血
鬼
に
血
を
吸
わ
れ
た
者
が
吸
血
鬼
に
な
る
、
と
い
う
形
で
爆
発
的
に
拡
大
す
る
力
を
持
つ
。
な
ぜ
な
ら
、
誰

か
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
学
習
過
程
を
破
壊
さ
れ
た
人
は
、
他
の
人
に
対
し
て
も
学
習
過
程
を
停
止
さ
せ
が
ち
で
あ
り
、
そ
れ
が

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
な
っ
て
、
別
の
人
の
学
習
過
程
を
停
止
さ
せ
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
放
っ
て
お
け
ば
吸
血
鬼
は
鼠
算
式
に
増
加
し
う

る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
一
人
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
脱
却
し
て
学
習
回
路
を
正
し
く
作
動
さ
せ
れ
ば
、
そ
の
周
囲
の
人
間
の
脱
却
を
可
能
に

す
る
、
と
い
う
意
味
で
こ
れ
も
ま
た
鼠
算
式
に
増
加
し
う
る
。
つ
ま
り
、
天
使
も
ま
た
爆
発
的
に
増
加
し
う
る
。
こ
の
よ
う
な
不
安
定
な

ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
条
件
の
違
い
や
、
各
人
の
勇
気
の
違
い
に
よ
り
、
社
会
に
は
悪
魔
が
蔓
延
し
た
り
、

天
使
が
満
ち
た
り
す
る
。
本
当
に
覚
醒
し
た
仁
者
が
現
れ
た
と
き
、
天
使
の
側
が
一
気
に
有
利
に
な
り
、
天
下
に
憂
い
が
消
え
る
と
い
う

こ
と
も
、
不
可
能
で
は
な
い
。
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孔
子
の
理
想
で
あ
る
仁
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
た
天
下
と
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
ガ
ン
ジ
ー
も
同
様
の
理
想

を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

理
想
的
な
非
暴
力
国
家
は
秩
序
あ
る
無
政
府
状
態
に
な
る
だ
ろ
う
（
ガ
ン
ジ
ー　

一
九
九
七
、
第
一
巻
、
二
一
七
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
連
鎖
を
断
つ
こ
と
が
、
社
会
の
安
定
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
孔
子
は
こ
れ
を
「
怒
り
を
遷

さ
ず
」
と
表
現
し
た
。
こ
れ
は
、
既
に
引
用
し
た
、
哀
公
と
の
顔
回
を
め
ぐ
る
問
答
で
、
孔
子
の
言
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

学
を
好
め
り
。
怒
り
を
遷う
つ

さ
ず
、
過
あ
や
ま
ちを
弐ふ
た
たび
せ
ず
。（
雍
也
第
六
、
三
）。

二
番
目
の
「
怒
り
を
遷う
つ

さ
ず
」
は
、
人
に
ひ
ど
い
こ
と
を
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
を
直
ち
に
自
覚
し
、
そ
の
当
人
に
対
し
て
怒
り
を
向
け
、

他
の
人
に
向
け
た
り
は
し
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
呪
縛
さ
れ
た
人
は
、
往
々
に
し
て
加
害
者
に
怒
り
を

向
け
な
い
で
、
他
の
人
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
し
な
い
、
と
い
う
の
が
、「
怒
り
を
遷
さ
ず
」
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
論
語
に
は
、

子
曰
、
唯
仁
者
能
好
人
、
能
惡
人
。（
里
仁
第
四
、
三
）

子し

曰い
わ

く
、
唯た
だ

仁じ
ん
し
や者
の
み
能よ

く
人ひ
と

を
好こ
の

み
、
能
く
人
を
悪に
く

む
。

と
い
う
章
も
あ
る
。
自
分
の
感
覚
を
正
し
く
捉
え
、
誰
が
悪
意
を
抱
い
て
い
る
の
か
、
は
っ
き
り
と
認
識
し
、
好
む
べ
き
人
を
好
み
、
悪

む
べ
き
人
を
悪
む
こ
と
が
、
怒
り
を
遷
さ
な
い
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
呪
縛
を
受
け
て
自
分
の
感
覚
を
捉
え
る
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た
小
人
は
、
悪
む
べ
き
人
を
悪
む
こ
と
が
で
き
ず
、
逆
に

自
分
に
対
し
て
ひ
ど
い
扱
い
を
す
る
人
間
を
恐
れ
、
尊
敬
し
、
服
従
す
る
。
そ
し
て
、
ひ
ど
い
扱
い
を
さ
れ
る
こ
と
で
自
分
に
生
じ
る
怒

り
の
感
情
を
、
自
分
よ
り
弱
い
立
場
に
あ
る
人
に
ぶ
つ
け
て
精
神
の
平
衡
を
保
つ
。
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自
分
に
ひ
ど
い
こ
と
を
す
る
人
間
に
対
し
て
、
正
し
く
憎
悪
を
抱
く
こ
と
の
重
要
性
は
、
他
の
箇
所
に
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
孔
子

は
次
の
よ
う
に
言
う
。

Я
怨
而
友
其
人
、
左
丘
明
恥
之
。
丘
亦
恥
之
。（
公
治
長
第
五
、
二
五
）

怨う
ら

み
を
匿か
く

し
て
其そ

の
人ひ
と

を
友と
も

と
す
る
は
、
左さ
き
ゅ
う
め
い

丘
明
之こ
れ

を
恥
ず
。
丘き
ゅ
うも
亦ま
た

之
を
恥
ず
。

自
分
の
怒
り
を
正
し
く
認
識
し
、
正
し
く
怒
り
を
発
露
す
る
こ
と
も
、「
君
子
」
た
る
た
め
に
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
ガ
ン
ジ
ー
も
次

の
よ
う
に
言
う
。

非
暴
力
は
臆
病
を
ご
ま
か
す
隠
れ
み
の

0

0

0

0

で
は
な
く
、
勇
者
の
最
高
の
美
徳
で
あ
る
。・
・
・
そ
れ
は
復
讐
し
た
い
気
持
を
意
識
的
に

思
慮
深
く
自
制
す
る
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
復
讐
は
つ
ね
に
、
受
身
の
優
柔
不
断
な
、
無
力
な
服
従
に
ま
さ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
寛
恕
は
、
さ
ら
に
高
い
も
の
で
あ
る
。（
ガ
ン
デ
ィ
ー　

一
九
九
七
、
第
一
巻　

五
一
〜
五
二
頁
）

更
に
、
次
の
よ
う
に
さ
え
言
う
。

臆
病
と
暴
力
と
の
間
に

一
つ
の
選
択
し
か
な
い
場
合
、
私
は

暴
力
の
ほ
う
を
薦
め
る
（
ガ
ン
デ
ィ
ー　

二
〇
〇
三
）

　

論
語
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
答
も
あ
る
。

或
曰
、
以
德
報
怨
、
何
如
。
子
曰
、
何
以
報
德
。
以
直
報
怨
、
以
德
報
德
。（
憲
問
第
十
四
、
三
四
）

或あ
る

ひ
と
曰い
わ

く
、
徳と
く

を
以も
っ

て
怨う
ら

み
に
報む
く

ゆ
る
は
、
何い
か

如ん

、
と
。
子し

曰
く
、
何な
に

を
以
て
徳
に
報
い
ん
。
直ち
ょ
くを
以
て
怨
み
に
報
い
、
徳
を
以

て
徳
に
報
い
ん
、
と
。
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怨
み
に
恩
恵
を
以
て
応
え
る
と
い
う
の
は
ど
う
か
、
と
い
う
質
問
に
対
し
て
孔
子
は
、
怨
み
に
は
「
直
」
を
以
て
応
え
、
恩
恵
に
は
恩
恵

を
返
す
の
が
正
し
い
、
と
答
え
て
い
る
。「
以
直
報
怨
」
の
「
直
」
と
い
う
の
は
、

子
曰
、
人
之
生
也
、
直
。（
雍
也
第
六
、
一
九
）

と
あ
る
よ
う
に
、
人
間
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
素
直
な
感
情
を
言
う
。
こ
の
よ
う
な
素
直
な
感
情
、
す
な
わ
ち
「
童
心
」
を
失
わ
な
い
こ
と

を
孔
子
は
重
視
す
る
。
私
は
こ
の
文
を
、

子
曰
く
、
人
の
生
ま
る
る
や
、
直ち
ょ
く。

と
読
み
下
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
こ
の
「
童
心
」
に
従
っ
た
素
直
な
感
情
を
以
て
怨
に
報
い
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
怒
り
の
表
現

か
も
し
れ
ず
、
あ
る
い
は
更
に
気
高
い
寛
恕
か
も
し
れ
な
い
が
、
復
讐
心
を
押
し
隠
す
臆
病
で
は
あ
り
え
な
い
。

　

ガ
ン
デ
ィ
ー
は
恥
辱
を
加
え
ら
れ
た
人
々
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
、
と
い
う
点
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

も
し
彼
ら
が
心
に
報
復
の
気
持
ち
さ
え
感
じ
ず
に
そ
の
恥
辱
に
耐
え
る
だ
け
の
勇
気
を
も
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
彼
ら
は
少
し
も
傷
つ

い
て
は
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
も
し
彼
ら
が
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
便
宜
上
か
ら
復
讐
を
ひ
か
え
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
恥
辱

に
耐
え
た
こ
と
が
完
全
に
彼
ら
の
側
の
間
違
い
で
あ
っ
た
。（
ガ
ン
デ
ィ
ー　

一
九
九
七
、
上　

五
二
頁
）

私
は
こ
れ
が
ま
さ
に
「
以
直
報
怨
」
と
い
う
態
度
だ
と
考
え
る
。

　

顔
回
に
つ
い
て
孔
子
が
い
っ
て
い
る
二
番
目
の
表
現
、「
怒
り
を
遷う
つ

さ
ず
」
は
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
す
ん
な
り
と
読
む
こ
と
が
出

来
る
。
逆
に
言
う
な
ら
ば
、
好
む
べ
き
人
を
好
み
、
憎
む
べ
き
人
を
憎
み
、
怒
り
を
遷
さ
ず
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
見
簡
単
に
見
え

て
、
実
は
大
変
難
し
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
如
何
な
る
状
況
に
お
い
て
も
、
学
習
過
程
を
維
持
す
る
こ
と
で
の
み
実
現
さ
れ
る
。

　

こ
の
学
習
過
程
を
守
り
抜
く
こ
と
が
、
仁
を
志
す
者
の
使
命
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
勇
気
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
い
。
孔
子
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は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

子
曰
、
志
士
仁
人
、
無
求
生
以
害
仁
、
有
殺
身
以
成
仁
、（
衛
霊
公
十
五
、
九
）

子
の
曰
わ
く
、
志し

士し

仁じ
ん
じ
ん人
は
、
生
を
求
め
て
以
て
仁
を
害が
い

す
る
こ
と
無
し
。
身
を
殺
し
て
以
て
仁
を
成
す
こ
と
有
り
。（
金
谷　

一

九
九
九
、
三
〇
八
〜
九
頁
）

志
士
仁
人
は
、
ど
ん
な
に
脅
さ
れ
て
も
学
習
過
程
を
停
め
る
こ
と
は
な
く
、
学
習
過
程
を
守
り
抜
く
た
め
に
身
を
殺
す
こ
と
さ
え
あ
る
と

い
う
。

　

こ
の
言
葉
は
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
次
の
言
葉
を
思
い
出
さ
せ
る
。

彼
ら
は
私
の
身
体
を
拷
問
に
か
け

骨
を
折
り
私
を
殺
す
こ
と
さ
え
す
る
か
も
し
れ
な
い

結
果
、
彼
ら
は
私
の
屍
骸
を
手
に
入
れ
て
も
私
の
服
従
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
ガ
ン
デ
ィ
ー　

二
〇
〇
三
）

　

ガ
ン
デ
ィ
ー
の
思
想
の
中
核
は
、「
サ
ッ
テ
ィ
ヤ
ー
グ
ラ
ハ
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
は
非
暴
力
的
抵
抗
と
訳
さ
れ
る
が
、

そ
の
も
と
も
と
の
意
味
は
、
真
理
に
し
が
み
つ
く
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
真
理
は
、
外
的
あ
る
い
は
客
観
的
な
も
の

で
は
な
く
、
各
人
の
魂
に
宿
る
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
次
の
よ
う
に
言
う

真サ
ッ
テ
ィ
ヤ
理
は

す
べ
て
の
人
間
の
心
に
内
在
し
、
人
は

そ
の
心
の
内
に
真
理
を
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
し
て
そ
の
真
理
を
見
つ
け
た
な
ら
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そ
れ
に
よ
っ
て
導
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

が自
分
の
み
の
真
理
の
見
解
に
従
っ
て

行
為
す
る
よ
う

他
人
に
強
制
す
る
権
利
を

何
人
も
有
す
る
も
の
で
は
な
い
（
ガ
ン
デ
ィ
ー　

二
〇
〇
三
）

自
ら
の
魂
の
声
に
し
が
み
つ
き
、
殺
さ
れ
て
も
離
れ
な
い
覚
悟
が
、
サ
ッ
テ
ィ
ヤ
ー
グ
ラ
ハ
に
は
求
め
ら
れ
る
。
孔
子
の
「
志
士
仁
人
」

は
、
サ
ッ
テ
ィ
ヤ
ー
グ
ラ
ヒ
ー
（
サ
ッ
テ
ィ
ヤ
ー
グ
ラ
ハ
の
実
践
者
）
と
同
義
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　

私
は
孔
子
が
、
学
習
過
程
に
依
拠
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、
そ
れ
を
破
壊
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
の
基
礎
理
論
を
構
築
す
る
と

共
に
、
真
の
秩
序
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
学
習
過
程
の
作
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
た
と
解
釈
す
る
。
そ

の
上
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
出
現
す
る
は
る
か
以
前
に
、
呪
縛
な
き
秩
序
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
戦
略
を
確
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
思
想
は
、
こ
れ
か
ら
我
々
が
二
十
一
世
紀
を
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
の
、
大
き
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
私
は
、
伊
藤
仁
斎
と
と
も
に
、『
論
語
』
を
「
最
上
至
極
宇
宙
第
一
の
書
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
躊
躇
を
感
じ
な
い
。
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